


































閉一 一一一一一

が パ ー レー に追 いつ き， 飛 びか か ろ う

とす る と， パ ー レー は一 瞬 良 い こ とを

思 い つ き， 森 の方 向 を差 し， 役 人 そ っ

くりの か け声 で 「あ っ ち だ， 行 け」 と

叫 ん だ 。

「犬 は役 人 と私 に け しか け られ て私

を 通 り越 し， ス ピー ドを倍 に あげ て森

へ 向 か った 。私 た ちふ た り もその 方 向

へ 走 った 。森 に入 る と間 もな く役 人 と

犬 の姿 が 見 え な くな り， 二 度 と見 か け

な か った 。」６

パ ー レー ・プ ラ ッ トが 伝 道 に よ って

被 る身 の危 険 を だれ も警 告 はで きな か

った が ， ひ とた び危 険 に遭 遇 す る と，

彼 は 必 らず そ こに ユ ー モ アを みつ け出

し， 「損 失 」 とな る もの を後 で 楽 しい

経 験 とな る 「利益 」 に転 じた ので あ っ

た 。

ウ ィル フ ォ ー ド ・ウ ッ ドラフ も， 辛

い伝 道 に ユ ー モ アを 見 る こ とので き た

人 で あ る。 彼 は １８３０年 １月 の彼 が ２７歳

で あ った と きの 経験 に つ い て書 い て い

る。 彼 と同 僚 は 食 べ物 な しで ２ 日間 に

１００キ ロ程 歩 い た。 最 初 の 日， ふ た り

は熊 に出 くわ し，道 に迷 い， 狼 に追 跡

され ， や っ との こ とで夜 遅 く小屋 に着

いた 。 食 べ 物 は何 もあ て が わ れ な か っ

たが ， と もか く床 に寝 るの を 許 さ れ

た。 ウ ッ ドラ フ長 老 は そ の 日の こと を

「生 涯 で 最 も苦 し く耐 え が た い １日」

と記 して い る。 翌 朝彼 らが２０キ ロ程 雨

の中 を歩 いて ， １軒 の 家 に た ど りつ い

てみ る と， そ れ は １年前 に ミズ ー リ州

ジ ャク ソ ン郡 か ら聖 徒 を 追 い た て た暴

徒 の家 で あ った 。 小 屋 に 着 い た とき，

家 族 は朝 食 の席 に つ い て い た 。 ウ ッ ド
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ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ

ラフ長 老 の言 葉 を 読 ん で み よ う。

「た と え憎 い相 手 で も主 人 が 食 事 に

招 い たか らに は食 事 を 出 す とい うの が

当 時 の ミズ ー リ人 の習 慣 で あ った 。 …

…彼 は私 た ちが モ ル モ ンだ とい う こ と

を知 って， 食 事 を始 め た とた ん に モル

モン を の の し り出 した。 テ ー ブル に は

ベ ー コン エ ッグ の大 皿 と パ ンが た くさ

ん の って い た。 主 人 の悪 口 は私 た ち の

食 事 の邪 魔 に な らず ， 悪 口雑 言 が ひ ど

くな れ ば な る ほ ど， 食 はす す ん で ， 私

た ち は満 腹 に な っ た。 私 た ち は テ ー ブ

ル を 立 ち， 帽 子 を取 っ て朝 食 の礼 を 言

った 。彼 は私 た ち の立 ち去 る最 後 の 最

後 ま で モ ル モ ン を罵 倒 し続 けた 。 主 は

彼 に私 た ち の朝 食 へ の報 い をお 与 え に

な る と信 じる 。」７

最 後 に あ げ る例 は， マ シ ュ ー ・カ ウ

リーの生 活 に 見 られ る信 仰 を基 と した

献身 に つ い て で あ る。 彼 は ソル トレー

ク シ チ ーの末 日聖 徒 大 学 に通 って い た

が ， １年 を終 え る と来 年 は学 校 に戻 る

ま い と決 心 した 。 伝 道 に出 た か った の

で あ る。 わず か １７歳 だ った が， 彼 は 召

され て ， ま もな くマオ リ人 の 間 で働 く

べ くニ ュ ー ジ ー ラ ン ドに向 か った。

カ ウ リー長 老 は 日記 に， 最 良 の 同僚

は蚤 た ちだ と書 い て い る。蚤 は い つ も

忠 実 に側 を離 れ な か った か らで あ る。

次 の言 葉 はそ の 日記 の 一節 で あ る。

「夜
， カ ラキ ア （祈 り） が終 わ って 自

分 の 部 屋 に帰 り， 床 に 入 る前 に蚤 に対

す る防 備 を 固 め た 。体 中 に蚤 取 り粉 を

なす りつ け， ひ と握 りを ベ ッ ドに ま い

た 。 それ で 蚤 は気 を失 う と思 った。 …

（翌 朝 ） 起 きて ベ ッ ドを見 る と， 大 量

の蚤 の死 が い で あ る。大 群 を 征 服 し

て ，私 は ナポ レオ ンの よ うな気 分 だ っ

た 。」８

カ ウ リー長 老 は 当然 の こ とな が ら言

葉 を 全 く白紙 の 状 態 か ら学 ば な くて は

な らず ， また ３ヵ月 間 は 同僚 が い な か

った。 彼 は毎 朝 ６時 に森 へ行 き， 福 音

と国語 を 勉 強 し， 断食 し， 祈 った。 彼

は毎 日そ こで １１時 間 を 過 ご した 。 ３カ

月 後 に， 彼 は土 地 の 人 々を前 に， そ の

地 方 の言 葉 で 福 音 を 説 くこ とが で き る

よ うに な った 。彼 は 「胸 に ，今 ま で 一

度 も感 じた こ とが な か った よ うな燃 え

る気 持 を感 じた 」 と言 って い る。

これ らの宣 教 師 の 経 験 か ら して， 彼

らの決 定 は経 済 学 者 の 決 定 の基 準 と違

って い た ことが は っ き りうか が え る。

経 済 学 者 は， 払 う代 価 が 利 益 に み あ う

よ うな価 値 体 系 で 決 定 を 下 す 。 禿 げ も

蚤 も飢 え も， 経 済 学 者 に と って は 家族

を残 して 来 る ほ ど の動 機 と はな らな い

で あ ろ う。 しか し， パ ー レー ・Ｐ ・プ



ラットの語った次の方法に よ る な ら

ば，伝道 しようという決心は確実な損

得基準に基づ くのである。

その経験とする１年前，まだ末 日聖

徒について聞いていなかった頃，パー

レーは結婚 したばかりで約２０ヘクター

ルの農場と快適な家と収穫の多い果樹

園と美 しい菜園を所有 していた。しか

し彼は何か欠けていると感 じた。そこ

で彼は聖書を研究 し，さらに知 りたい

と思い，福音が再び回復されなくては

ならないとい．う信念を持 った。福音の

回復がすでに行なわれていたことを知

マ シ ュ ー ・カ ウ リ ー
、

らな い な が ら， 彼 は農 場 と家 を あ と に

真 の教 会 を捜 そ う と決 心 した 。 兄 の ウ

ィ リア ムは彼 に反 対 し， 「お ま え は ど

うや って生 活 す る つ も りか 。」 と聞 い

た 。 パ ー レ ーは家 族 を充 分 に養 うだ け

の銀 行 支払 い手 形 が あ る と言 った 。 彼

に よ れ ば， そ の手 形 は 「天 地 が 過 ぎ去

って も決 して崩 れ な い所 に投 資 して あ

る」 とい う。 兄 は それ を見 た い と言 っ

た 。 パ ー レ ーは こ う記 録 して い る。

「そ の と き
， 私 は 自分 の金 庫 を あ け

て ， 中 か ら大 き い札 入 れ を 取 り 出 し

た 。 そ こに は次 の よ うな約 束 手 形 が ぎ

っ し り入 って い た。 『わ た しのた め，

ま た福 音 の た め に父 ， 母 ， 兄 弟 ， 姉 妹

家 ，畑 ，妻 ， 子 を捨 て る者 は この 世 に

お い て は百 倍 を受 け， 来 た るべ き世 で

は 永遠 の生 命 を受 け る」 『あ なた が た

が わ た しに つ な が っ て お り， わ た しの

言 葉 が あ な たが た と と ど ま って い るな

らば， な ん で も望 む ものを 求 め るが よ

い 。 そ うす れ ば， 与 え られ る で あ ろ

う。」 『信 ず る者 に は， どん な 事 で もで

きる 。」９」

そ して パ ー レー は兄 に， これ が 正 真

正 銘 の手 形 で は ない か ， 署 名 人 の主 イ

エ ス ・キ リス トが これ らの 約 束 を か な

え て下 さ る ので はな いか と聞 い た 。 ウ

ィ リア ム の返 事 は 「その 通 りだ 」 の ひ

と言 で あ った 。 こ う して １８３０年 の ８月

パ ー レー は仕 事 を 処 分 し， ポ ケ ッ トに

１０ドル を入 れ ，妻 を連 れ て 神 の 王 国 を

探 しに出 発 した 。

彼 はす べ て の 宣教 師 と同様 に， 主 が

自分 の 手 形 を 払 って下 さる こ とを知 っ

た の で あ った 。
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１ 「ブ リガ ム ・ヤ ングの 一 生 」 ミ レニ

ア ル ， ス ター ， 第 ２５号 （１８６３年 １０月 ３

日） 〔英 文 〕 Ｐ．６４６

２ ジ ョセ ブ ・フ ィー ルデ ィ ン グ ・ス ミス

「ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミスの 生 涯 」 〔英

文 〕 Ｐ．１７０

３ 同 ， Ｐユ ７６

４ 同 ， Ｐ．１８３－ ４

５ 「説 教 集 」 ， １８５６年 ９月 ２８日の 説 教

第 ４巻 〔英 文 〕 Ｐ．ユ０７

６ パ ー レー 。Ｐ ・プ ラ ッ ト， 「パ ー レ

ー ・ペ ー カー ・プ ラ ッ トの 自叙 伝 」

〔英 文 〕 Ｐ．５０－ ５１

７ マ シア ス ・Ｆ ・カ ウ リー 編 「ウ ィル

フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ ：その 生 涯 と働

き の歴 史 」 〔英 文 〕 Ｐ，５０， 「ウ ィル フ

ォー ド ・ウ ッ ドラ フの 生 涯 」 〔英 文 〕

Ｐ．８２

８ ヘ ン リー ・Ａ ・ス ミス， 「信 仰 の 人

：マ シュー ・カ ウ リー 」 〔英 文 〕 Ｐ．４８

９ 自叙 伝 〔英 文 〕 Ｐ．５０－ ５１

この 執 筆 にあ た り，教 会 歴 史記 録 部

の編 集 者 ， モ ー リン ・ア ーセ ンバ ック

氏 お よ びユ タ州 立 大 学生 ， ブ ラ ッ ド ・

モ ー リス 君 に御援 助 い た だ い た こ とを

感 謝 申 し上 げ る。

レオ ナ ー ド ・Ｊ ・アー リン トン
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最 も大切な務め， それは福音 を教 える ことで ある

キ リス トの無尽蔵 の富 を

分 か ち合 いな さい

七十人最高評議員会会員

レック ス ・Ｄ ・ビネガ ー

罫

』

臥 、

親 愛 な る兄 弟 姉 妹 と共 に この大 会 に

出席 で き る こ とは， 大 い な る特 権 で あ

る。 私 は全 世 界 で働 い て い る大 勢 の宣

教 師 を 代 表 して ， 彼 らの挨 拶 を こ こに

お伝 え した い 。各 地 の宣 教 師 を訪 れ，

主 の力 を 肌 で 感 じ取 る こ とは， す ば ら

しい こ とで あ る。 とい うの は， 主 は，

宣 教 師 と教 会 員 を 通ゐ て， イ エ ス ・キ

リス トの福 音 を 人 々の 間 に 行 き渡 らせ

るた め に働 い て お られ るか らで あ る。

福 音 を 分 か ち合 って得 られ る祝 福 は

口で 言 い 表 わ せ な い もの で あ る。私 が

時 々覚 え る感 激 は ，恐 ら くパ ウ ロ もエ

ベ ソ の聖 徒 に手 紙 を 書 い た と きに味 わ

った ことで あ ろ う。 パ ウ ロ は， 主 の た

め に仕 え る彼 の召 しに つ い て， 次 の よ

うに書 いて い る。

「わ た しは
， … … 自分 に 与 え られ た

神 の恵 み の賜 物 に よ り，福 音 の僕 と さ

れ た ので あ る。

す なわ ち， 聖 徒 た ちの う ちで最 も小

さい者 で あ る わた しに この 恵 み が与 え

られ たが ， それ は， キ リス トの 無尽 蔵

の富 を異 邦 人 に宣 べ 伝 え る た め で あ

る。

わ た した ち の主 キ リス ト ・イエ ス に

あ って実 現 さ れた 神 の永 遠 の 目的 に そ

う もの で あ る。

この主 キ リス トに あ って ， わ た した

ち は， 彼 に対 す る信 仰 に よ って ，確 信

１８
ｒ
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，藤盛 ．

を も って 大胆 に 神 に近 づ く ことが で き

るの で あ る。

こ うい うわ けで ， わ た しは ひ ざ を か

が め て， … … 父 に祈 る 。」 （エ ペ ソ ３ ：

７， ８， １１， １２， １４）

福 音 を 人 に分 か ち与 え た こ との あ る

会 員 や 宣 教 師 は， 例 外 な く皆 この謙 虚

な ， 感謝 の 気 持 で 胸 が 一杯 に な るよ う

で あ る。 福 音 を 受 け 入 れ た 人 々 が平 安

を覚 え， 確 信 を も って 生活 す るよ うに

な って い るの を 見 る と，私 た ち は そ れ

だ け 自分 の兄 弟姉 妹 で あ る友 だ ち や 隣

人 に， 回 復 され た イエ ス ・キ リス トの

福 音 を分 か ち与 え る責 任 と機 会 が， ど

んな に重 要 で あ るか を ひ しひ し と感 じ

る ので あ る。

主 は， この 神 聖 な責 任 に つ い て， 明

確 に宣 言 され た 。 ま た教 会 員 が この戒

め を 守 らな か った場 合 に受 け る罪 の 宣

告 も， 明確 に され た。 １８３２年 ９月 ２３日

に， 主 は福 音 を説 くこ と につ い て 十 二

使徒 に戒 め を与 え た後 ， 次 の よ う に言

わ れ た。

「而 して
， 汝 らに与 えた る こ の啓 示

と誠 命 とは，今 直 ちに 全 世界 に施 され ，

ま た この福 音 を い まだ 受 け ざ り しす べ

て の人 々 に及 ぽす べ き な り。

され ど， 誠 に わ れ， わが 王 国 を 与 え

られ た るす べ て の者 た ち に言 う。 … …

汝 らよ り彼 らに向 いて 宣 べ ざ るべ か ら

ず 。… …」 （教 義 と聖 約 ８４：７５， ７６）

ジ ョセ ブ ・ス ミス はか つ て ， 私 た ち

の最 大 か つ最 も重 要 な義 務 は， 福 音 を

人 々 に教 え る こ とで あ る， と語 った 。

彼 は ま た 死者 の た め に働 くこ と につ い

て も， 同 じ こと を宣 言 して い る。 こ の

い ず れ の 活動 に よ って も， 神 の王 国 の

会 員 が得 る数 々 の祝 福 を， 人 々 に与 え

る こ とが で き る ので あ る。

この 「隣人 を警 め る」 と い う神 聖 な

責任 を 果 たす と， 贈 り物 を受 けた 人 は

も ちろ ん ，与 え た人 に も， 口で 言 い表

わ す こ との で き な い喜 びが 訪 れ る。 教

会 全体 を 通 じて， 数 多 くの家 族 が こ の

最 も大切 な務 め を果 た して ， 喜 びを 経

験 して い る。彼 らは， 「亡 びず して そ

の身 も霊 も救 い を得 る た あ に庫 に積 み

入 る る」 ば か りか， 非 会 員 の兄 弟 姉 妹



たちも同じ祝福にあずかれるように助

けているのである。伝道する人たちは

伝道が務めというよりは，すばらしい

機会であることに気づいている。すな

わち，主の最 も大いなる業一人の魂を

救 う業を助けているのである。

人が主を見いだすのを助ける方法は

た くさんある。ジョーンズ兄弟の家族

は，主を助けるために，まずモルモン

経を １冊用意し，家族の写真 と証を，

表紙を開いた所に添付 した。そして宣

教師を家に招待 して，ふだん親 しくし

ているブラウン氏の家族に会 って もら

った。翌日宣教師たちは，上記のモル

モン経をジョーンズ兄弟の家族か らの

贈 り物 として，ブラウン氏の家族に渡

した。ブラウン氏は じめ家族の人々は

この贈り物 にとても感謝 し， このすば

らしい聖典を読み，よく考え，また祈

りましょうと言 った。そして実際その

通りにした。長老たちは彼 らを教え，

ジョーンズ兄弟の家族 も絶えず友情の

手を差 し伸べた。今 日，ブラウン氏の

家族は，ひとり残 らず教会員である。

最近ある小さな支部で，会員たちが

その地域に福音を広めるため，あなた

がたと一緒に働きたいと宣教師に申し

出た。 １週間に少なくとも５つの家庭

集会が開けるよう，友人や隣人を紹介

しようというのだった。ところが会員

は，思 ったよりも多 くの人がメッセー

ジを待っていることを知った。過去 ３

ヵ月間，長老たちは， １日に ４つから

５つの集会を開いてきたのである。集

会が次か ら次へと非常に多いので，あ

る宣教師は，毎週提出する報告書の裏

にこう書いている。 「伝道部長，教え

るのにあまりに忙 しいため，戸別訪問

をする時間がありませんでした。で も

御心配 に及びません。来週頑張 ります

から。」

この宣教師たちは，その週，会員が
も

紹介 した友 人 に イ エ ス ・キ リス トの福

音 を 教 え るの に， ６５時 間 も使 った のだ

った。 この小 毒 な支 部 は集 会 の 出 席 人

数 とホ ーム ・テ ィー チ ン グ の面 で ， 信

じが た い ほ ど の成 長 を遂 げた 。 しば ら

く教 会 の集 会 に 出席 して いな か った 人

々 が， 何 人 か 今 は活 発 にな って い る。

会 員 が伝 道 に協 力 す る こ と に よ って ，

この支 部 の 問題 が 幾 つ か 解 決 を 見 た の

で あ る。

あ る歯 科 医 は， 機 会 あ る ご と に福 音

を伝 え て い る。 診 察 室 で 患 者 を診 察 台

に 「く く りつ け」 なが ら， 自動 車 で ガ

ソ リ ンス タ ン ドに立 ち寄 った と き に，

事 務 所 で， 果 て は畑 の手 入 れ の こ とで

意 見 を求 め に隣 りの家 に行 った と き に

とい った具 合 で ， 実 に ど こで で も伝 え

るの で あ る。 彼 は言 った 。 「モル モ ン

経 を読 んで い る うち に， モ ーサ ヤの息

子 た ち が レー マ ン人 の間 に福 音 を 説 き

に行 って覚 え た愛 と平 安 が わ か る よ う

に な りま した 。」 そ して 彼 は き っ と，

モ ー サ ヤの息 子 た ち と同 じ熱 意 を 持 つ

よ うに な っ た に ちが いな い 。

過 去 １年 の間 に， この 歯科 医 の 努 力

に よ っ て， 宣 教 師 は数 百 人 の 人 々 を紹

介 され ， ４つ の家 族 を 教 会 に 迎 え る こ

とが で きた 。 こ のす ば ら しい 会 員 と，

ホ ー ム ・テ ィー チ ャ ーの 同僚 は， 絶 え

ず 宣 教 師 の 前 に道 を 切 り開 き， 集 会 を

用 意 して い るの で あ る。 この人 は昔 か

らそ こ に住 ん で い るの で， 自分 が働 き

か けた 方 が ，人 々 の反 応 が よ い と考 え

て い る。 この場 合 も， 会 員 と宣 教 師 が

一 体 とな る こ とに よ って， キ リス トの

福 音 の 光 と平 安 が， 真 理 を求 め る人 々

の 生 活 に浸 透 して い った例 で あ る。

も うひ と りの会 員 の例 を あ げて み よ

う。 この人 は， は るか 遠 く離 れ た バ ー

ジニ ア州 リッチ モ ン ドの友 人 に， 手 紙

で福 音 を伝 え た のだ った 。 手 紙 が 届 い

た直 後 に， す ば ら しい出 来 事 が 起 こ っ

た。 あ る 日， リ ッチ モ ン ドで ふ た りの

宣 教 師 が戸 別 訪 問 を して いた 。 ひ と り

は病 気 で あ った 。 そ のた め も うひ と り

も， 同僚 が 調 子 よ くな い の を 意識 して

町 を歩 きな が ら複 雑 な 思 い で あ った。

しか し， ふ た り と も忍耐 して 励 み た い

と望 んで いた 。

２時 間 歩 いて 何 の 成 果 も得 られ な か

っ たが ， ふ た り は と あ る １軒 の家 の ド

ア を ノ ック し， 末 日聖徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教 会 の宣 教 師 で す， と 自己紹 介 し

た。 「ま あ， い ら っ し ゃい 。 ア ン ・ス

ミスが 送 って くれ た のだ わ 。」 女 の人

が 言 っ た。 長 老 た ち は顔 を 見 合せ ， 首

をか しげ る と，’私 た ちは た だ この近 所

を １軒 ず つ 訪 問 して いた の で す 。 だれ

も私 た ちを お 宅 へ 派 遣 した わ け で は あ

りませ ん， と言 った 。 この婦 人 は ふ た．

りを家 の中 へ 招 き入 れ た 。夫 も子 供 た

ち も共 にふ た りを 迎 え た 。

こ の女 の人 は そ こで， 次 の よ うな話

を して ふ た りを 驚 か せ た 。「ほん の １，

２時 間 前 に， 私 は一 番 の親 友 か ら手 紙

を受 け取 って ，読 み 終 わ った と ころ な

ので す 。 １年前 に彼女 と御主 人 は， 末

日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 に改 宗 し，

最 近 神 殿 で 結 婚 しま した 。 しか し教 会

に入 る前 に 聞 い た と ころ で は， 彼 らの

結 婚 は破 碇 を きた し， 彼 女 は私 に悲 し

み を 訴 えた ほ どで した。 と ころが 今 日

１０ペ ー ジに わ た る手 紙 が 届 い て， あ な

た が た の教 会 の こ とを １か ら１０まで 伝

え， 教 会 に よ って彼 らの人 生 が いか に

す ば ら しい変 化 を とげ たか が 書 か れ て

い た の です 。」

この女 性 は宣 教 師 た ち に， 手 紙 を見

せ た。 そ こに は， 扶 助 協 会 ， 初 等 協 会

日曜 学 校 ， Ｍ ＩＡ の こと， さ らに はほ

か の数 多 くの ことが 紙 面 せ ま しと記 さ

れ て い た。 そ して 手 紙 の 末 尾 に， 短 く

こ う書 かれ て い た。 「ふ た り の宣教 師

を あ な た の家 に お送 り し， この教 会 に

つ いて もっ と詳 し く説 明 して も らい た

い と思 って いま す 。」

この女 性 は， 長 老 た ち の メ ッセ ージ

を聞 いた 後 で ，涙 を流 しなが ら言 った 。

「主 が あな た が た を 私 た ち の所 へ 送 っ

て 下 さ った に違 いあ りま せ ん 。」

１９
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たちも同 じ祝福にあずかれるように助

けているのである。伝道す る人たちは

伝道が務めというよりは，すばらしい

機会であることに気づいている。すな

わち，主の最 も大いなる業一人の魂を

救う業を助けているのである。

人が主を見いだすのを助ける方法は

たくさんある。ジョーンズ兄弟の家族

は，主を助けるために，まずモルモン

経を１冊用意し，家族の写真 と証を，

表紙を開いた所に添付した。そして宣

教師を家に招待して，ふだん親 しくし

ているブラウン氏の家族に会 ってもら

った。翌日宣教師たちは，上記のモル

モン経をジョーンズ兄弟の家族からの

贈 り物として，ブラウン氏の家族に渡

した。ブラウン氏 はじめ家族の人々は

この贈り物にとても感謝 し， このすば

らしい聖典を読み，よく考え，また祈

りましょうと言 った。そして実際その

通りにした。長老たちは彼 らを教え，

ジョーンズ兄弟の家族 も絶えず友情の

手を差 し伸べた。今 日，ブラウン氏の

家族 は，ひとり残 らず教会員である。

最近ある小さな支部で，会員たちが

その地域に福音を広めるため，あなた

がたと一緒に働きたいと宣教師に申 し

出た。 １週間に少なくとも５つの家庭

集会が開けるよう，友人や隣人を紹介

しようというのだった。ところが会員

は，思 ったよりも多 くの人がメッセー

ジを待っていることを知った。過去 ３

ヵ月間，長老たちは， １日に４つから

５つの集会を開いてきたのである。集

会が次か ら次へと非常に多いので，あ

る宣教師は，毎週提出する報告書の裏

にこう書いている。 「伝道部長，教え

るのにあまりに忙 しいため，戸別訪問

をする時間がありませんでした。で も

御心配に及びません。来週頑張 ります

から。」

この宣教師たちは，その週，会員が

紹介 した友人に才エス ・キリス トの福

音を教えるのに，６５時間も使ったのだ

った 。 この小 毒 な支 部 は集 会 の 出席 人

数 とホ ー ム ・テ ィー チ ン グ の面 で ， 信

じが た い ほ どの成 長 を遂 げ た。 しば ら

く教 会 の集 会 に 出席 して い なか った 人

々 が， 何 人 か今 は活 発 に な って い る。

会 員 が伝 道 に協 力す る こ と に よ って ，

この 支部 の 問題 が 幾 つ か 解 決 を 見 た の

で あ る。

あ る歯 科 医 は， 機 会 あ る ご と に福 音

を 伝 え て い る。 診 察室 で 患 者 を診 察 台

に 「く く りつ け」 なが ら， 自動 車 で ガ

ソ リンス タ ン ドに立 ち寄 っ た と き に，

事務 所 で， 果 て は畑 の手 入 れ の こ とで

意 見 を求 め に 隣 りの家 に行 った と き に

とい った具 合 で， 実 に ど こで で も伝 え

るの で あ る。 彼 は言 っ た。 「モル モ ン

経 を読 ん で い る うち に， モ ー サ ヤ の息

子 た ち が レー マ ン人 の 間 に福 音 を説 き

に行 って覚 え た愛 と平 安 が わか る よ う

に な りま した 。」 そ して彼 は き っ と，

モ ー サ ヤの息 子 た ち と 同 じ熱 意 を 持 つ

よ うに な っ た に ちが い ない 。

過 去 １年 の 間 に， こ の歯 科 医 の努 力

に よ っ て， 宣 教 師 は数 百 人 の人 々を 紹

介 さ れ， ４つ の家 族 を 教 会 に迎 え る こ

とが で き た。 こ のす ば ら しい会 員 と，

ホ ー ム ・テ ィー チ ャ ー の同 僚 は，絶 え

ず 宣 教 師 の前 に道 を 切 り開 き， 集 会 を

用 意 して い る ので あ る。 この人 は昔 か

らそ こ に住 ん で い るの で， 自分 が働 き

か け た方 が ， 人 々 の反 応 が よ い と考 え

て い る。 この 場 合 も， 会 員 と宣 教 師 が

一 体 とな る こ とに よ って
， キ リス トの

福 音 の光 と平 安 が， 真 理 を求 め る人 々

の生 活 に 浸透 して い った例 で あ る。

も うひ と りの会 員 の例 を あ げ てみ よ

う。 この 人 は， は るか 遠 く離 れ たバ ー

ジニ ア州 リッチ モ ン ドの友 人 に， 手 紙

で福 音 を伝 え た の だ っ た。 手 紙 が 届 い

た直 後 に， す ば ら しい 出来 事 が 起 こ っ

た。 あ る 日， リ ッチ モ ン ドで ふ た りの

宣 教 師 が戸 別 訪 問 を して いた 。 ひ と り

は病 気 で あ っ た。 そ のた め も うひ と り

も， 同僚 が調 子 よ くな いの を意 識 して

町 を歩 きな が ら複 雑 な 思 い で あ った 。

しか し， ふ た り と も忍 耐 して 励 み た い

と望 んで いた 。

２時 間歩 いて 何 の成 果 も得 られ な か

っ たが ， ふ た りは と あ る １軒 の 家 の ド

ア を ノ ック し， 末 日聖 徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教 会 の宣 教 師 で す ， と 自己 紹 介 し

た。 「ま あ， い らっ しゃい 。 ア ン ・ス

ミスが 送 って くれ た のだ わ 。」 女 の 人

が 言 っ た。 長 老 た ち は顔 を 見 合 せ ， 首

を か しげ る と， 私 た ちは た だ この近 所

を １軒 ず つ 訪 問 して いた の で す 。 だ れ

も私 た ちを お宅 へ 派 遣 した わ け で は あ

りませ ん， と言 った 。 この 婦 人 は ふ た

りを家 の中 へ 招 き入 れ た 。 夫 も子供 た

ち も共 にふ た りを 迎 え た 。

この女 の人 は そ こで ， 次 の よ うな話

を して ふ た りを 驚 か せ た 。「ほん の １，

２時 間 前 に， 私 は一 番 の親 友 か ら手 紙

を受 け取 って ，読 み 終 わ った と ころ な

ので す 。 １年 前 に彼 女 と御 主 人 は， 末

日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 に改 宗 し，

最 近 神 殿 で 結 婚 しま した 。 しか し教 会

に入 る前 に聞 い た と ころ で は， 彼 らの

結 婚 は破 碇 を きた し， 彼女 は私 に悲 し

み を 訴 えた ほ どで した 。 と ころ が今 日

１０ペ ー ジに わ た る手紙 が届 い て， あ な

た が た の教 会 の こ とを １か ら１０まで 伝

え， 教 会 に よ って 彼 らの人 生 が い か に

す ば ら しい変 化 を とげ たか が書 かれ て

い た の で す 。」

この女 性 は宣 教 師 た ち に， 手 紙 を見

せ た 。 そ こに は， 扶 助 協 会 ， 初 等 協 会

日曜 学校 ， Ｍ ＩＡ の こと， さ らに は ほ

か の数 多 くの こ とが紙 面 せ ま しと記 さ

れ て い た。 そ して 手 紙 の末 尾 に， 短 く

こ う書 か れ て い た。 「ふ た り の宣教 師

を あ な た の家 に お送 りし， この 教 会 に

つ い て もっ と詳 し く説 明 して も らい た

い と思 っ て い ます 。」

この女 性 は， 長 老 た ちの メ ッセ ー ジ

を聞 い た後 で ，涙 を流 しなが ら言 った 。

「主 が あ なた が た を 私 た ち の所 へ送 っ

て下 さ っ た に違 い あ りま せ ん 。」

１９
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会 員 と宣 教 師 が， 信 仰 を もって 一 緒

に働 くな ら， 彼 らは ひ とつ とな り， 主

の 手 に あ って人 々 の間 に主 の業 を 起 こ

す こ とが で き るだ ろ う。 主 は上 記 の 信

仰 の篤 い女 性 とふ た りの勤 勉 な 宣 教 師

の， 双 方 の 努 力 を ひ と つ に結 びつ け ら

れ た の で あ る。 そ して， も し受 け入 れ

るな ら， 測 り知 れ な い喜 び と平 安 を も

た ら し， しか も天 父 の み も とに連 れ 帰

る教 え を ， １軒 の家 族 に伝 え られ た の

で あ った 。

今 日， 私 た ちは苦 悩 と混 乱 に満 ちた

世 に生 きて い る。 多 くの人 が動 揺 し，

落 胆 し， あ るい は混 乱 し， も っ とよ い

もの はな い か と捜 し求 め て い る。 主 は

イ エス ・キ リス トの福 音 の 中 に， そ の

「もっ と よい もの 」 を 提供 して お られ

る ので あ る。 主 は 予言 者 に現 わ れ， モ

ル モ ン経 を あ らわ し， ま た 神権 の権 能

と権 威 を もって 教 会 を 回復 され た。 主

は この よ うな 形 に よ って， 今 の 時代 の

私 た ち に対 して 愛 と配 慮 を 示 され た の

で あ る。 私 た ち に は，，真理 と神権 の権

能 ， 権 威 が 与 え られ て い る。従 って こ

の祝 福 を人 々 に分 か ち与 え る こ とは，

私 た ち個 人 お よび 家 族 の責 任 で あ り，

同時 に喜 びで あ る。

ジ ョセ ブ ・フ ィール デ ィン グ ・ス ミ

ス大 管長 は， 英 国 に お け る地 区 総 大 会

で 次 の よ うに言 われ た 。

「救 い の計 画 は ひ と つで あ る
。 人 が

日の栄 の王 国 に住 む た め の道 は， ひ と

つ しか な い。 それ は， この世 を 捨 て ，

主 イ エ ス ・キ リス トを信 じ， バ プ テス

マの 門 を く ぐって神 の王 国 に入 り， さ

らに 聖 霊 の賜 物 を受 け て， 主 の戒 め を

守 る こ とで あ る。

わ れ わ れ は ， あ らゆ る教 派， 党 派 ，

宗 派 に属 す る天 父 の他 の子 供 を尊 重 す

る。 彼 らも， 啓示 に よ り もた ら され た

光 と知 識 に浴 し， 共 に 回復 され た福 音

の偉 大 な祝 福 を 享 受 す るよ うに な る こ

と を， 心 か ら望 ん で い る。

しか し， わ れ わ れ は救 い の計 画 を知

．２０

「．。、謹 ．

「この女性は，涙を流しながら言 った，

『主があなたがたを私たちの所へ送 って

下さったに違いありません。』」

湾４

； 嵐

多

一㌧

って お り， 福 音 を実 践 して い る。 そ し

て この福 音 は 世 界 の唯 一 の希 望 で あ り

あ らゆ る国 々 の悪 を正 し， 地 に平 和 を

もた らす ， 唯 一 の 道 で あ る。」 （「聖 徒

の道 」 １９７２年 ２月 Ｐ．５０， 「英 国 の聖 徒

た ちへ 」）

私 た ち は， 天 父 のす べ て の子 らに，

キ リス トの 「無 尽 蔵 の 富 」 を分 か ち合

う責 任 を 負 って い る。 私 た ちは幸 い に

も， 福 音 の祝 福 を 人 々 に もた らす とい

う， エ フ ラ イ ムの 約 束 を 受 け て い る。

ま だ王 国 を受 け入 れ て いな い人 々 に，

「福 音 を 説 く」 よ う戒 め られ た私 た ち

は， 是 非 こ の戒 めを 守 って ， ひ とつ に

な り主 の偉 大 な伝 道 事 業 に 逼 進 しよ う

で は な い か。

私 た ち は皆 ， 友 だ ちや 会 社 の 同僚 に

モ ル モ ン経 を与 え る こ とが で き るだ ろ

う。 あ るい は， だれ か を家 に招 い て天

父 な る神 を紹 介 した り， また 手 紙 を 書

い た り， 啓 示 され た真 理 の証 を し， 主

の計 画 を受 け入 れ る よ う に勧 めた りす

る こ とが で きる。 あ な たが たが ， 主 の

た め に伝 道 した い と い う望 みを 強 く持

ち続 け るな ら， 主 は確 か に道 を開 か れ

るだ ろ う。

私 た ちは 全 世 界 の人 々 に対 して， ど

うぞ 来 て 私 た ち と共 に パ ウ ロが述 べ た

ｏ

帝

ｚ

祝福 を 受 け て下 さ い， と招 待 す る も の

で あ る。 パ ウ ロは こ う書 い て い る。 主

は， 「そ の栄 光 の富 に したが い， 御 霊

に よ り， 力 を も って あ な たが た の内 な

る人 を強 く して下 さ る。

ま た， 信 仰 に よ っ て， キ リス トが あ

な た が た の心 の うち に住 み， あ なた が

た が 愛 に 根 ざ し愛 を基 と して生 活 す る

こ とに よ り，

す べ て の聖 徒 と共 に， そ の広 さ， 長

さ， 高 さ，深 さを理 解 す る こ と が で

き， ま た 人 知 を は る か に越 え た キ リス

トの 愛 を 知 って， 神 に満 ち て い る もの

の す べ て を も って， あ な た が た が満 た

され る よ うに ， と祈 る。

ど うか ， わ た した ち の うち に働 く力

に よ って ， わ た した ち が求 め ま た思 う

と こ ろの い っ さい を， は るか に越 え て

か なえ て 下 さ る こ とが で きるか た に，

教 会 に よ り， ま た， キ リス ト ・！イエ

ス に よ って ， 栄 光 が 世 々 限 りな くあ る

よ うに …… 」 （エ ペ ソ ３ ：１６－ ２１）

イ エス が キ リス トで あ り， この教 会

が キ リス トの教 会 で あ る こ とを， ま た

ハ ロル ド ・Ｂ ・リー大 管長 が今 日の油

注 がれ た予 言 者 ， 聖 見 者 で あ る こ とを

イ エ ス ・キ リス トの 御 名 によ り心 か ら

証 す る， ア ー メ ン。
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十二使徒 か らみ な さんへ

撫 〆

ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッヵ 一 長 老

わ た しは， み な さん にい つ もおぼ えて い て ほ しい とて もた

いせ つ な こ と を， お話 した い と思 い ます 。

み な さ ん は生 まれ る前 に ど こ にい た か ， 知 って い ます か 。
れい

お と う さ ん と おか あ さん の と こ ろに 来 る前 に， み な さ ん は霊

の世 界 に い ま した 。

た とえ ば， わ た しの手 が み な さ ん の霊 だ と しま し ょう。 霊

は生 きて い て， そ れ だ けで 動 く ことが で き ます 。

手 ぶ くろは， み な さ ん の体 の よ うな もの で す 。 そ して， そ

れ だ け で は動 け ませ ん。 と こ ろが そ の体 の 中 に霊 が入 ると，

動 い た り， 話 した り， その ほか い ろい ろ な こ とが で き ます 。

み な さ ん は い ま霊 が 入 った 体 を もって， この世 で生 き てい る

ので す 。

み な さん が生 きて い る間， 体 の中 の霊 は動 いた り， 働 い た

り， 息 を した り させ ま す。 と ころが わ た した ち は， い つ ま で

も この 世に い る とい うので は あ りませ ん 。 年 を と った り，病

気 を した り， 事 故 に あ った り して ， いつ か 霊 と体 が は な れ る

と きが き ます 。 こ の と き人 は死 に ます 。 「死 ぬ 」 とい うの は

は な れ る こと， 体 と霊 が は な れ る とい う ことで す 。

手 ぶ くろ は手 か らは な れ る と落 ち て しま い ます 。 み な さん

の体 も， 霊 と はな れ る と も う動 か な くな って しま い， 死 ん で

しま うの で す 。 で も， 見 た り， 考 え た り， 笑 っ た り， 動 い た

り， 何 か を 知 るた め に は霊 が 必要 です 。 そ して 霊 は いつ まで

も死 ぬ こ とが あ りませ ん。

天 の お と う さま は， わ た した ちの お と う さま で， わ た した

ち を愛 して い らっ しゃ い ます 。 で す か ら， わ た した ちが この

世 に来 られ る よ う に して くだ さい ま した。 そ して ま た， 天 の

お と うさ ま の と こ ろ に も どれ るよ うに も， して くだ さ い ま し

た 。 わ た した ちは， 天 の お と うさ ま の とこ ろを はな れ て この

地 上 に住 ん で い るの で， 天 の お と うさ ま に会 う こ とは で きま

せ ん 。 け れ ど も天 の お と うさ ま は， い つ もわ た した ちの こ と

を 思 って い て くだ さい ま す。 そ の こと を忘 れ な い よ うに しま

し ょ う。

天 の お と う さま は， わ た した ち にた す けが 必 要 な の を こぞ

ん じで した 。 そ こで わ た した ちを たす け るた め に， あ るお方

を この世 に送 る こ とを計 画 され ま した 。 そ の人 の お か げで わ

た した ち は いつ か また ， 天 のお と う さま の と ころ に もど る こ

とが で き ます 。

その お 方 は神 さま の ひ と り子 ， イ エ ス ・キ リス トで す 。 イ

エ ス さ まは ， わ た した ち と同 じ霊 の子 ど もで す 。 で もイ エス

さ まは ， この 世 で た だ ひ と り， 神 さ ま に よ って 肉体 を 与 え ら

れ た子 ど もで す 。 そ して， わ た した ちが 生 き返 る こ とが で き

るよ うに して くだ さ い ま した。 それ で わ た した ちの霊 と体 は

ま た ひ とつ に な り， 復 活 す る こ とが で き るの で す 。復 活 とい

うの は， は なれ た 霊 と体 が ， もう一 度 い っ し ょに な る こ とで

す 。 これ は ・ｆエス さ まか らの お くり’もの で す。 イ エ ス さ まが

わ た した ち の救 い主 ， あが な い 主 とよ ば れ るの は この た めで

す 。 は なれ る とい う こ とに つ い て も うひ とつ知 って おか な け

れ ばな らな い こ とが あ りま す 。 そ れ は第 二 の死 と い うこ とで

す 。 これ は， 天 の お と う さま に二 度 と お会 いで きな くな る と

い う こ とで す。

わ た した ち は， いつ もきれ いな 心 を もつ よ うに しな け れ ば

な りませ ん。 そ うす れ ば 天 の お と う さま か らは な れ る こ とが

あ りませ ん。 そ して 死 ん で か ら， 天 の お と うさ ま の と ころへ

か え る ことが で きま す 。

・イエ ス さま は， わ た した ち が福 音 を守 っ て生 活 す る と
， い

つ もきれ い な 心 を もつ こ とが で き る と教 え て くだ さ い ま し

た 。 ま た ， た とえ ま ち が った こと を した と きで も， ま た 清 く
くいあらた

な る こ とが で き ます 。 これ が 悔 改 めで す 。

ま ち が っ た こと を した り， イ エス さま が 教 え て くだ さ った

とお りにで き な い と きが あ るか も しれ ま せ ん 。 ま た た め しに

あ っ た り， が っか り した り， は ず か しい お もい や悲 しい お も

いを した りす る こ と も あ るで し ょ う。 そ うい うと き に は イ エ

ス さ まを 思 い 出 して くだ さい。 そ して イ エ ス さ ま のお 名 前 に

よ って ， 天 の お と う さま に お祈 りす る よ うに しま し ょう。

み な さん は， 天 の お と うさ ま の子 ど もで す 。 この 世 に来 る

前 は天 の お と うさ ま と い っ し ょに住 ん で いま した 。 この こ と

を忘 れ な いで くだ さ い。 肉 体 を いた だ い て この世 に来 て， そ

して今 は た め され て い ます 。天 の お と う さま は わ た した ち を

愛 して い らっ しゃい ま す 。 そ して主 で あ る救 い主 もい らっ し

ゃい ます 。 で す か ら， わ た した ち は いつ か ま た こ のお ふ た り

の と こ ろ に も ど って， い っ し ょに住 む こ とが で き ます 。

子 ど もた ち を愛 し， た いせ つ にす る教 会 や 救 い 主 を お 与 え

くだ さ った神 さま にか ん しゃ します 。 イ エス さま は 救 い 主 で

す。 そ して わ た した ちを 愛 して い ら っ し ゃい ま す 。 イ エ ス さ

ま が み な さん を祝 福 して くだ さ るよ うに お 祈 り しま す。

２１

．１

・講
・鰹

．鑑 ＿ 調
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歩 け る よ うに なった足 な え

昔 エ ル サ レ ムに， 生 ま れ た ときか ら歩 けな い ひ と りの 男 が

い ま した 。 そ こで 人 々 は毎 日そ の男 を宮 に運 ん で 行 き， 門 の

と ころ に す わ らせ て あ げ ま した。 男 は宮 に入 る人 た ちか ら，

お金 や ほ ど こ し もの を も ら って い た ので す 。

あ る 日， イ エス さ ま の し もべ で あ るペ テ ロ と ヨハ ネが ， 祈

る た め に宮 に入 って行 きま した 。 そ れ を見 て い た 尼 の悪 ハそ

ゴ
の男 は， ふ た りを 大 声 で 呼 び とめ ま した 。

ペ テ ロ と ヨハ ネは立 ち止 ま ってふ りか え り， その 男を 見 て

何 とか わ い そ うな の だ ろ う と思 い ま した 。 そ こで ヨハ ネは ，

「わ た した ち を見 な さ い
」 と言 い ま した 。

男 は お金 を くれ る のだ ろ う と思 って ， ふ た りを 見上 げ ま し

た。

す る と ペ テ ロ は この よ う に言 い ま した 。 「わ た しに は 訟 も

銀 もあ り ませ ん 。 で もわ た しに あ る もの を あ げ ま し ょう。 ナ

ザ レ人 イ エス ・キ リス トの 名 に よ って， 歩 き な さ い 。」

そ して ペ テ ロは そ の 男 の右 手 を取 って起 こ して あ げ ま し

た 。 す る と， た ちま ち４０筆鷹 も動 か な か った足 と くるぶ しが

強 くな って ， 男 は 立 ち上 が り， 歩 き 回 っ た りお ど っ た り して

神 さま を た た え な が ら宮 に入 っ て １：苛き ま した 。

い つ も門 の と ころ にす わ っ て物 ご い を して い た 足 の 悪 い 男

が 歩 い て い る の を見 て， 人 々 はお ど ろ きま した 。 い った い何

が お こ った の だ ろ う。 何 もわ か らな か った 人 々 は， そ の きせ

きに お ど ろ いて ， ペ テ ロ と ヨハ ネ とそ の 男 の ま わ りに集 ま っ

て き ま した。

ペ テ ロ は人 々 を見 て ， 言 い ま した。 「なぜ お どろ くので す

か 。 なぜ ， この 男 が 歩 け る よ うに な った の は， わ た した ちの

力 だ と い う よ う な 目を して わ た した ち を見 るの です か 。 この

男 は， あな た が た が は りつ け に して殺 した ひ と り子 で あ る イ

エ ス ・キ リス トを 信 じる信仰 に よ って， い や され た ので す 。

だ か ←あな た が た も 自分 の 罪 を ゆ る して い ただ くた めに ，悔

い 改 めて ， 心 を 入 れ か え な さ い 。」

は　

そ こ にむ らが って い た五 千 人 もの人 々の 多 くが， ペ テ ロを

信 じま した 。

で も祭 司 や人 々 の 長 は， ペ テ ロが イエス ・キ リス トや その

復 活 に つ い て話 す の を聞 い て 腹 を立 て， ペ テ ロ と ヨハ ネ を ろ

うや に 入 れ て しま い ま した。

次 の 日， ペ テ ロと ヨハ ネと歩 り１る よ うに な った 男 は， 以 前

イ エス さま を た め そ うと した 祭 司 や 律 法 学 者 の前 に 引 き出 さ

れ ま した， 象 司 た ち は， だれ の 力 とだ れ の 名 ま え に よ って そ

の 男が 歩 け る よ う にな った の か 知 りた い と思 い， それ を話 す

よ うに と言 いま した 。

す る と ペ テ ロ は， この よ うに・こた え ま した 。 「あ な たが た

が は りつ け に して 設 し， 描 に よ って 主 き返 った ナ ザ レ人 イ エ

ス ・キ ．リス トの 名 ま え に よ って ， こ の 男 が あ な た が た の前 に

立 って い る こと を， す べ て の人 々 に 知 っ て も らい た い 。」

勢１司 た ち は ど う した らよ いか わか らな くな って しま い ま し

た 。 そ こで話 し きい， ペ テ ロと ヨハ ネに こ う言 い ま した 。

「二 蔓 と イ エス の こ とを話 した り
， イ エ スの 名 ま え に よ って

教 え る こ とを して は い け な い 。」

と ころ が ペ テ ロ と ヨハ ネ は， この よ う に こた え た の で す 。

「神 さま に従 うよ りあ な た炉 た の 言 う こ とを 聞 くほ うが 神 の

前 で正 しいか ど うか ， あな た が た は 央め な け れ ば な ら ない 。

わ た した ち は見 た り聞 い た り した こ とを話 して い るだ けな の

ユゆとロ さ
ん ．・♪り○」

祭 ．司た ち は ほか に も ペ デロた らを お ど しま した が ， これ と

い って しば って お く理 由 が なか った ので ， ふ た りを ゆ る しま

した。

そん な こ とが あ って か ら， あ る 日イ エ スの 教 え を 守 って い

た人 た ちが 集 ま って い た と きに ， み ん な は とて も聖 霊 に み た

され ま した 。 す る と．ふ しぎな こ とに， そ の場 所 が ゆれ 動 き始

めた の で す 。

そ こで信 じた 多 くの人 々 は心 を ひ とつ に し， 思 い を ひ とつ

麟 欝論潅ご盆 １
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タ マ ヨ は マニ ラに市 の た つ 日が好 きで した。 市 場 の陽 気 な

ざわ め きや ， ぷ 一ん とた だ よ うい い に お い， そ して 明 る く輝

く太 陽 が， 花 か ごや 貝 が ら細 工 ， 青 い海 へ 続 く海 岸 に光 る，

そ ん な市 場 の 通 りが気 に い って い ま した。 だ け ど， き ょう は

あま り うれ し くあ りま せ ん 。

「お とな りの オ リ ッ ドさん が病 気 だ か ら
， き ょ うは看 病 し

な くち ゃ」 とお ば あ さん が言 い ま した。 「で も， 食 べ 物 を買

う に は花 を 売 らな くち ゃな らな い。 そ こで ね え， タ マ ヨ， 花

を 市 場 で 売 るの は お ま え しか い な い ん だ よ 。」

「花 な ん て 女 の 人 しか売 らな い の に
。」 タ マ ヨは心 の中 で

そ うつ ぶ や きな が ら市 場 へ 歩 きま した。 「ど うか ホ セ に会 い

ませ ん よ うに ／」

タ マ ヨは 朝早 く， 太 陽 が ま だ 山 の上 に出 な い う ちに 出 か け

ま した 。 こん も り茂 った木 々 に半 分 か くれ て い る小 さな 湖 の

そ ば を 通 り抜 け， 丘 の 斜面 に た な の よ うに つ き 出 て い るせ ま

い道 を， 注意 深 く歩 い て行 きま した。 そ こか らは， 魚 を と る

舟 の 白い ほ が 小 さな 点 に な って， 青 い海 に浮 か ん で い る のが

見 わ たせ ま した。

村 に通 ず るほ こ り っぽ い野 道 に 出 る と， 女 の人 が頭 の上 に

大 きな花 か ごを乗 せ て歩 い て い ま した。 み ん な タ マ ヨを 見 て

くす くす 笑 って い ま す 。．

ま った くい や な 気持 で した 。 タマ ヨは考 え ま した。 「こん

な の はま だ い い や 。 コ コナ ッ ツや， バ ナ ナや た き ぎ を つ ん だ

水 牛 をひ いて ， 男 の人 や 少 年 た ちが 市 場 に来 た ら， そ れ こそ

ひ どい こ とに な る。 み ん な ぼ くを見 て 笑 い こ ろげ る だ ろ う

な 。 と くに， あの ホセ は ／ 」

こ の気 持 を ふ り は ら うか の よ うに ，頭 を左 右 に ふ りな が ら

タ マ ヨは おば あ さん が い つ も店 を 出 して い た アン デ ィ ノさ ん

の とな り に， 持 って きた花 を お ろ しま した。

ア ンデ ィ ノ さん は， ふ しぎ そ うな顔 で たず ね ま した 。 「き

ょ うは あ ん た が花 を売 る のか い ？」

タ マ ヨは， 「お ば あ さん は これ な い ので す」 と言 い なが ら，

顔 が赤 くな る のが わ か りま した 。

「お花 を きれ い に な らべ るん だ よ
。」

「え え
， おば あ さん が や る よ う にで し ょう。」

タ マ ヨは， ピ ン ク と黄 色 の き く， 美 しい赤 い バ ラ， 大 き な

白 ユ リを と り出 して な らべ ま した 。 そ して， ず いぶ ん じ ょ う

ず にで きた ろ う と思 って ， う しろ に さが って な が め てみ ま し

た が ， 思 って い た ほ ど きれ い で は あ りませ ん。 て も， ど う し

た らも っ と見 ば え が す るよ うに な らべ られ るか わか りませ ん

で した 。 い そ が し くな け れ ば アン デ ィ ノさ んが き っ と手 伝 っ
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㌃

て くれ る のに と思 い ま した 。 も う タ マ ヨの す る こ とは， お客

が 来 て 花 を 買 って くれ るの を 待 つ だ け で した 。

太 陽 の光 が ， や しの葉 で ふ い た 村 の家 々 の屋 根 を照 らす こ

ろ ， タ マ ヨは 丸 い 石 を しい た道 の上 を荷 車 が ガ ラガ ラと な る

音 を耳 に しま した。 男 の人 や 少年 が や って き た ので す ／

タ マ ヨは花 を売 る こと な どす っ か りわす れ て ； ただ み つ か ら

な い よ う に と， す み の ほ うに ひ き さが りま した 。

突 然 ， ア ンデ ィ ノ さん が さけ び ま した 。 「ご らん ．／ ホ セ

が 来 る よ。 だ れ か と ひ と もん ち ゃ くお こ そ う と し て い る の
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タ マ ヨは， 心 ぞ うが ひ っ く り返 っ た よ うな 気 が しま した 。

ホ セ は も うい つ もと ちが っ た花 売 りが い るの を見 つ け て， に

や りと笑 いま した 。 タ ブ ヨ は逃 げ 出 した い の を が ま ん して，

や っ と立 って いま した 。 も し手 ぶ らで に げ帰 った ら， おば あ

さん が が っか りす るだ ろ う と思 ったか らで す 。

ホ セ は タ マ ヨの ま ん前 に立 ち は だか る と， 急 に き くの 花 を

ひ っつ か み， め ち ゃ め ち ゃ に ち ぎ って 地 べ た に 投 げ つ け，

「雑 草 売 りの タ マ ヨ少 女 で ご ざ あい
」 とば か に しま した。

タ マ ヨの心 には いか りが こみ あ げ て き ま した。 お ばあ さん

は ， 美 し くて 強 い花 を育 て よ う と， ど ん な に働 いた こ とで し

ょ う。 タ マ ヨは， こわ い こと もわ す れ て ホセ に近 よ り， 大 声

で 言 い ま した 。 「や め ろ／ 」

「ど きな って
， か わ い い お じ ょう さん 。」

ホセ は ， タマ ヨを どん とつ き とば しま した。

タ マ ヨは ， 丸 い石 の上 に頭 か らひ っ く り返 っ て しま い ま し

た 。 タ マ ヨの耳 に は， ご ろつ き の よ う に市 場 を 通 りす ぎな が

らへ らへ ら笑 って い る ホ セの 声 が 聞 こ え ま した 。

「ホ セ は ま
った く悪い や つ だ ね え 。」 ア ンデ ィ ノ さん は，

黒 い 目を き ら っ と光 らせ て， 「まだ あん た は 運 が 良 か った よ。

も っ とひ どい め に あ った か も しれ な か った ん だ か ら」 とつ ぶ

＼

ヲ

｝〆

身

ＬＬ

１や き ま した。

タ マ ヨは， さ けた シ ャツ を見 な が ら言 い ま した 。 「そ の と
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お りだ よ， も う来 な けれ ば い い け ど 。」

夕 方 に な り， か げ ぽ う しが長 くの びて きた か と思 う と，太

陽 は は るか 向 こ うの地 平 線 に しず んで しま い ま した 。 タ マ ヨ

の 心 は お ど りま した。 花 を 全部 売 っ て しま っ たの で す 。 お 金

が ズ ボ ン の ポ ケ ッ トで ， ジ ャ ラジ ャ ラと音 を たて ま した 。

「お ば あ さん
， よ ろ こぶ だ ろ うな 。 暗 くな らな い う ちに，

い そ いで 家 に帰 らな くち ゃ 。」 そ う思 った タ マ ヨは は っ と し

ま した。 ホ セ が ど こかで 待 ちぶ せ して い るか も しれ な い。

タ マ ヨは， ほ こ りっ ぽ い野 道 を歩 き出 しま した 。 日中 の あ

つ さの あ と の そ よ風 は こ こ ろ よ く， 丘 の 斜面 の細 い道 を とぼ

とぼ と歩 い て ゆ くタ マ ヨの さ けた シ ャ ツを， そ よ風 が ふ き ぬ

け て い き ま した 。

湖 の そ ば を通 ろ う と した と き， タ マ ヨは近 くで だれ かが 呼

ぶ声 を聞 い た よ う に思 って ， ち ょっ と立 ち止 ま りま した。 じ

っ と して 聞 き耳 を たて ま したが ，何 の 音 も しませ ん。 「風 の

音 か， で な き ゃ鳥 の声 だ ろ う。」 そ う思 って しば ら く す る

と， 今 度 は は っ き り聞 こえ ま した。

「たす けて ／」

ぱ っ と タ マ ヨは走 り出 し，枝 が ひ く くた れ て い る木 々 の 間

を さが しま した。 土 手 か ら数 メ ー トル の と ころ で， 岩 に しが

みつ いて ， 水 の中 で ひ ど くもが い て い る人 が い ます 。

「ホ セだ ／」 タ マ ヨはい きを の み ま した
。

タ マ ヨは， い っ し ゅん ま よい ま した。 で も， 「ホ セ の した

こ とが ど うで あ って も，今 は ホセ を た す け な くて は い け な

い 。」 そ う決 心 しま した。 「が ん ば って， い ま い くか ら。」

自分 よ り大 きい 少 年 を た す け るの は， か ん たん で は あ り ま

せ ん 。 ホセ は 力 もあ る し， 今 は お そ ろ しさで ば たば た あば れ

碧
．

』 ．「

２８

て い る ので す 。

タ マ ヨは あ りった けの 力 を ふ り しぼ って， 少 しず つ 岸 へ 進

んで い き ま した。 つ い に岸 に た ど り着 い た とき， タ マ ヨ もホ

セ もす っか りつ か れ， さむ さで ふ るえ な が らた おれ て しま い

ま した。

よ うや く息 を つ い た ホ セ は， つ ぶ や くよ うに言 い ま した。

「ほん と う にあ りが と う
， タ マ ヨ。」

「ど う して 泳 いで な ん か い た の
， ホ セ ？ も うす っか り暗

くな っ ち ゃ った よ」 とタ マ ヨが 聞 きま した。

ホセ は， ぬ れ た か み の毛 を指 で か き なが ら， 「足 を く じい

た ん だ 。 ほ ん の ち ょっ と水 の 中 を歩 くつ も りだ った の に， 深

い 穴 に足 を つ っ こん で しま っ たん だ」 ホセ はそ う言 って， は

ず か しそ うに こ うつ け加 え ま した。 「ぼ くは泳 げ な い ん だ 。

運 が 良 か った よ， 君 が泳 げて 。」

「そ して
， ち ょ う どい い と き にぼ くが 通 りか か った こ と も

ね 」 と タマ ヨ も言 い ま した。

ホセ は うな だ れ て言 い ま した 。 「ぼ くは悪 い こ とば か り し

て きた 。 だ か ら， ぼ くを たす け る よ りお ぼ れ させ よ うとす る

人 は お おぜ い い る 。」

「ぼ くが そん な こ とを した ら
， ぼ くは も っ と悪 い こと をす

る こと に な る って ， お ば あ さん が お しえ て くれ た ん だ よ 。」

タ マ ヨは そ う答 え ま した 。

「ぼ くは はず か しい よ
， 君 を か らか った りな ぐ りた お した

り して 。 君 は ゆ うか ん だ 。 ぼ く， 君 の友 だ ち， い や親 友 にな

りた い よ 」 とホ セ は言 い ま した。

タ マ ヨは服 を着 な が ら， 笑 って言 い ま した 。 「さあ お い で

よ， 親 友 。 ぼ くの家 は， こ こか ら近 いん だ。 い っ し ょにい こ

う。」

１
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初φてのあの厳寒の

冬， ジョージはけんめ

いに働きました。雪の

中一軒一軒をまわって

わずかばかり残ったさ

びた縫い針を売 り歩き

そのあとは重曹，石け

ん，みつろう，薬草の

かみつれ，その他の家

内工業製品を行商 し，

ようやく長年の念願だ

った立派な商人の地歩

を築いたと思 うと，あ

の召 しが来 た の で し

た。伝道に出るように

という予言者か らの召

しが。その召 しは，こ

のような栄誉を受けて

大勢の兄弟たちが働い

ているスコットランド

や太平洋諸島でもなけ

れば， レーマン人に永

遠の福音を説 くという

召 しでも，何百人と続

醗

々改宗者が生まれているカナダへの召
、

しで もあ りませ んで した 。 ジ ョー ジの

召 し とい うの は ぼ ろ切 れ を集 め る こ と

で した 。彼 は町 の 笑 い 草 に な り ま し

た 。 ほ とん どす べ て の人 が 彼 の召 しに

つ い て あれ これ 言 い， 信 心深 い人 で さ

え彼 の 召 しを 「最 低 の召 しだ 」 と言 い

ま した。 ジ ョー ジ ・ゴ ダ ー ド自身 が書

い て い ます 。

「（この 召 しに ）生 来 の プ ラ イ ドは し

た た か打 ち の め され た 。 …… 長 年 世 間

に商 人 ， 競 売 人 と して 知 られ て きた あ

げ くに … … …町 の家 々を 片手 に か ご，

片 手 に袋 を さげ て ぼ ろ切 れ を 請 うて 回

る姿 を さ らす と は。 ああ ，何 とい う変

わ りよ うか 。 … … ヤ ン グ大 管長 か ら最

初 に 申 し出が あ った と き， そ の屈 辱 的

な仕 事 に私 はた だ あ っけ に と られ た 。」

そ の よ う な面 目を 失 わ せ る召 しで あ

っ て も， それ は召 しで あ るの で， 大 管

長 に対 す る彼 の 応 え は， 彼 の人 生 と改

宗 を如 実 に物 語 る もの で した。

それ よ り３０年 前， ジ ョージ は英 国 の

レス タ ー市 に住 む著 名 な商 人 で した。

しか し ジ ョー ジ とエ リザ ベ ス と ８人 の

子供 か ら成 る ゴダ ー ド家 の生 活 は， 教

会 に加 入 して か ら全 く変 わ りま した。

ジ ョー ジは 新 しい信 仰 に情 熱 を

髪
〃
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燃 や して ，毎 週 水曜 日の夜 は市 場 に店

台 を 置 くと， 他 の商 人 の よ うに商 売 を

始 めず に福 音 を宣 べ伝 え た の で した 。

そ の た め な じみ の 客 は離 れ て行 き， 改

宗 後 ８ヵ月 で 破産 して しま い， 店 は債

権 者 の手 に渡 りま した 。

生 活 の望 み が 失 せ た か の よ うに見 え

ま した。 と こ ろが ， ジ ョー ジの 兄 弟 の

ひ と りが 「モル モ ン教 」 の説 教 が一 族

に 及 ぼ した 不 名 誉 にろ うば い して， 彼

に言 わ せ れ ば 「ば か者 と凝 り固 ま った

．奴 が 水 い らず の 平 和 にふ け る土 地
， モ

ル モ ンが キ ン ポ ウゲ の よ うに栄 え る土

地 」 ア メ リカ に ジ ョー ジの 家族 を送 ろ

うと 申 し出 て ， ま もな く生 活 は 落着 き

ま した 。

こ う して １８５１年 １０月 ， ジ ョー ジ と妻

と ８人 の子供 は， エ セ ックス号 で アメ

リカ に船 出 しま した 。 しか しす べ て が

順 調 で は あ り ませ ん で した。 シオ ンへ

の困 難 な 旅 に は犠 牲 者 が 出 ま した。 特

に子供 た ちの 中 に 。 ジ ョー ジ の家 族 も

例 外 で は あ りませ ん で した。 ひ と りは

航海 中 に 死 に， ひ と りは メ ン フ ィ ス

で， ひ と りは真 冬 に セ ン トル イ スで ，

ふ た りは 平原 で コ レ ラにか か っ て 死

に， １２ヵ月 の短 い旅 の 間 に これ らの死

者 を 出 して， と もか く もシ オ ン に到 着

しま した。

い く ら真 の福 音 が あ る と い って も，

．ジ ョー ジ は働 か な けれ ば な りませ ん で

した。 時 は ９月 で ， 冬 は どん どん 近 づ

い て い ます 。 商 売 は英 国の 異 邦 人 相 手

で は良 い も うけ に な って も， 聖 徒 た ち

を 相 手 に はで きな い と， ジ ョー ジは 思

い ま した。 それ で 彼 は ほか の 仕 事 を捜

しま した 。 あ ち こ ち と職 を 求 め て 歩 き

ま わ り， 公 共 事 業 の 石 運 び まで して み

ま した が ， 何 を して も生 活 を う るお す
亀

までは行きませんでした。しかしそう

こ う して い る う ち に， ソル トレ ー クの

店 々 に縫 い針 が 不 足 して い る こ とを知

り ま した 。 幸 い な こ とに， た ま た ま彼

が 英 国か ら持 って きた 小 間物 の大 半 は

そ の縫 い針 で した 。彼 は市 場 を 見 て ま

わ り， セ ン トル イ ス で手 に入 れ た古 い

タバ コ入 れ を 出 して 品物 を 並 べ， 再 び

商 い を始 め ま した 。縫 い針 が売 り切 れ

る と，ジ ョー ジ は，聖徒 た ち が家 内工 業

で 作 った 自家 製 の イ ン クや石 け ん や マ

ッチを 売 り始 め ま した 。勤 勉 な彼 は年

が た つ う ちに 段 々 と世 間で 名 を知 られ

る よ うに な り， １８６１年 に は 多 くの人 か

ら ソル トレ ー ク盆地 で ５本 の指 に入 る

商 人 と認 め られ るよ うに な りま した。

予 言者 か ら， そ の商 売 は や め てぼ ろ

切 れ を集 め るよ うに頼 まれ た の は， 彼

の 商 売 が再 び頂 点 に達 した １８６１年 の こ

とで した 。 そ の 申 し出 を受 け た 当初 ，

彼 は 屈辱 を覚 え ま した。 しか しそれ は

初 め だ け の こ と。 彼 は あ とで こ う書 い

て い ま す。

「しか し少 し考 えて み る と
， 自分 が

祖 国 イ ギ リス を あ とに この 山狭 の盆 地

へ や って来 た の は， 自分 の時 間 や 財 産

を ま かせ て， 天 父 のみ 旨を 行 な うた め

だ とい う こと を思 い出 した 。」

ジ ョー ジ ・ゴ ダ ー ドはそ の召 しを 受

け ま した 。

商 人 気 質 の ジ ョー ジ は， ぼ ろ切 れ 収

集 の最 も効 果 的 な 方 法 を 考 案 し ま し

た。 町 の端 か ら始 めて 東 か ら西 へ １軒

残 らず あた り， 平均 して ５軒 に １軒 の

割 合 で ぼ ろを 集 め る こ とが で き ま し

た。 彼 は ３年 間 そ れ を 続 け て， ソル ト

レー ク の各 戸 を ３回 まわ り， ス プ リン

グ ヒル ， プ ロ ボ，ア メ リ カン フ ォー ク，

リーハ イ， ウ ィロ ウ ク リー ク， ビ ッグ

コ ッ トン ウ ッ ド， オ グデ ン， ケ イ ス ウ

ナ ー ド， フ ァ ー ミン トン， セ ン タ ー ピ

ル，セ ッションズセツルメン ト，勢ン

ペテ，さらにアイダホの多くの跡々の

家を訪れました。彼を一度知 ると，ぼ

ろ収集人としての彼のイメージは向上

しました。監督に，ワー ド部の壇上か

ら，困難期にあるユタの紙工業にぼろ

切れがどれほど必要かという 「ぼろ切

れ説教」までさせるほどで した。ジョ

ージはぼろ切れと交換に品物をあげる

ことを考えつき，召しが終わるまでに

は交換品目が相当多くなって，めのう

のボタンから桃のエキスまであらゆる

物にわたりました。

ジョージはそのような品物と交換に

ぼろを集めながら，主婦たちか ら実に

いろいろなぐちも一緒に集めたもので

した。

また，彼のつとめにはほかにもおも

しろいことがありました。母親が子供

を 「黙 らなければぼろ屋さんにあげて

しまうか ら」と言って叱るのを聞いて

笑 ったもので した。それはひどい言い

方のように思えるが，必ずききめがあ

ったと彼は書いています。

やがて３年間の召しは終わりました。

彼はその召 しを立派に果たしま した。

召しを受けたとき，ジョージはぼろ切

れ収集の召 しは世間での自分の地位を

下げるものだと考 えていました。でも

それは間違いで した。その召 しによっ

て彼はモルモン社会の全員と知己にな

り，召 しを終えたときには以前にも増

して商人，指導者として尊敬されまし

た。

現在，予言者の塾の書記， ソル トレ

ーク日曜学校管理会長としての彼につ

いてはほとんど記録はありません。歴

史にはただ， ジョージ・ゴダー ドはば

ち切れ集めの召しを予言者から受暁㈱鵬二遮」
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して，以前に知合 りい， ４年ほど交際

をしたことのある小柄な黒っぽい髪を

した美しい女性 と結婚 した。私は初 め

て彼女に会 ったときのことをよく覚え

ている。彼女は通 りを向こうからやっ

て来た。私が１８歳，彼女が１４歳で，私

はす ぐにこの人 こそ自分にふさわしい

人だと感 じた。その日私は彼女 に話 し

かけ，知合いになった。その後私は，

海軍に入るのであと４年あるが，帰っ

て来たら結婚 したいと告げた。

そうして４年が経ち，私 は約東通り

に家へ帰って愛する恋人に求婚し， ５

ヵ月後に結婚 した。結婚すると，私た

ちは一緒に聖書を読み，話し合った。

子供がふたり生まれてか ら，私は朝鮮

戦争の海軍飛行士に召還された。カリ

フォルニア州のサンジエゴ駐屯の艦隊

に配属され，その後１３週間の特別訓練

を受けるために，小さな家族をサンジ

エゴに残 したままハワ・イへ送られた。

私が出かけ，妻が家財を借家に運び

込んだのと前後 して，モルモンの宣教

師が通 りがかり， ドアをノックした。

彼 らはチラシを配っていて，話 し合う

多 くの質問は私たちがふたりで考えあ

ぐねていた質問だったので，妻は非常

な関心を覚えた。

妻は私への手紙に，ふたりの青年が

家を訪れ，宗教について多くの質問を

した，彼らは全部の答えを持 っている

ようだと書いてきた。それを読んだ私

はいささか憤慨した。教会のことだと

はいえ，私のいない留守にふたりの青

年が妻を訪問しているとは！ 私は気

にくわなかった。特に， 自分が一生を

かけて考えてきた質問に答えていると

いうことが。

３４

私 が ハ ワ イか ら帰 った そ の夜 ，妻 の

コニ ー は私 に ジ ョセ フ ・ス ミス の話 を

した。 妻 が ジ ョセ フ ・ス ミス は 示現 や

啓 示 を 受 けた と話 した と き， あ ま りに

ばか げ て い る と思 え た の で私 は彼 女 の

顔 を のぞ き込 ん で ケ ラケ ラ笑 った 。 す

る と妻 は泣 き出 した 。私 は そ の こ とか

ら， ジ ョセ フ ・ス ミス の話 が妻 に とっ

て どん なに 大 事 な の か を悟 り， 心 を和

らげて 言 った 。 「じゃ， と もか く彼 ら

が 君 の た め に置 い て い った物 を 少 しだ

けで も読 ん で み るよ 。」

モル モ ン経 を 読 み 出 す や ，私 は そ れ

まで 求 めて い た もの が つ い に 見 つ か っ

た こ と を知 った 。

私 は ニ ー フ ァイ 第 一書 を読 み な が ら

心 に こ う思 った の を覚 え て い る。 「愛

す る神様 ， これ が真 実 で あ ります よ う

に。 ど うか ， これ が捜 し求 め て い た真

理 で あ りま す よ うに 。 … … なぜ な らそ

れ が 真 実 で あ れ ば ，私 が生 涯 を か け て

尋 ね 求 め て い た す べ て の質 問 が答 え ら

れ るか らで す 。」 私 は ニ ー フ ァイ第 二

書 を 読 み 終 え るま で に， そ れ が真 実 で

あ る こ とを知 っ た 。

何 年 も前 か ら， 私 は主 に ひ とつ の祈

りを 捧 げ て い た 。 「愛 す る神 様 ， ど う

ぞ私 に真 理 を 示 して下 さ い。 ど うぞ 私

を真 理 に 導 い て下 さ い」 と。 私 は い ろ

い ろな場 所 で真 理 を捜 して き た。 そ し

て あ の とき， ふ た りの青 年 が そ の真 理

を私 の 庄 ん で い る家 に伝 え に来 て くれ

た の で あ っ た 。彼 らは非 常 に若 い に も

か か わ らず， 大 き な力 を持 って いた 。

そ れ は真 理 と神 で あ っ た。 私 は彼 らの

教 え に逆 ら う ことが で きず ， また逆 ら

お うと も思 わ なか った 。

私 が教 会 に 出席 した の は， 朝 鮮 へ 発

、

つ前 の わ ず か数 週 間 で あ っ た。 １９５１年

の 大 晦 日に航 海 に つ い た とき， 私 は モ

ル モ ン経， 教 義 と聖 約 ， 高 価 な る真 珠

の 合本 と ジ ェー ムズ ・Ｅ ・タ ル メ ー ジ

の「信仰 箇 条 の研 究 」を持 って 行 っ た。

私 は 洋上 の １ヵ月 間， 「信 仰 箇 条 の研

究 」 を読 ん だ。 そ して ２月 の あ る晩 ，

船 内 の拡 声 器 か ら， 末 日聖 徒 の礼 拝 が

７時 半 か ら乗 組 員 図 書 館 で 行 なわ れ る

とい う発表 が流 れ た。 そ の時 刻 に図 書

館 へ 行 くと， サ ン ジ エ ゴで わ が 家 を ノ

ッ ク した ふ た りの若 い宣 教 師 と非 常 に

よ く似 た様 子 の青 年 が ４人 い た。 私 は

彼 らに， ま だ教 会 員 で は ない が 勉 強 し

た い と話 した。 彼 らは とて も心 よ く私

を歓 迎 して くれ た。

１９５２年 ２月下 旬 に 日本 に着 いた と き

彼 らは私 の バ プ テス マ の準 備 が 整 った

と判 断 した。 それ で 私 は一 緒 に 日本 伝

道 本 部 に行 き， そ こで 面 接 を 受 け ， 推

薦 状 を受 け取 っ た。 １９５２年 ２月 ２５日，

私 は摂 氏 零 度 の寒 さ の中 ， ミズ ー リ州

の わが 家 か ら ７千 マ イル も離 れ た 日本

伝 道 本 部 裏 手 の庭 で バ プ テス マを 受 け

た。 そ の あ と， 末 日聖 徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教 会 の会 員 に確 認 され た 。妻 は そ

の ４ 日後 に カ リフ ォル ニ ア州 サ ン ジエ

ゴ で バ プ テ ス マを 受 けた 。 こ う して私

た ち の探 求 は終 りを 告 げ た 。

依 然 と して ， 主 は 次 の 言 葉 を成 就 し

て くだ さ る。 「求 め よ， そ うす れ ば，

与 え られ るで あ ろ う。 捜 せ， そ うす れ

ば ， 見 いだ す で あ ろ う。 門 を た た け，

そ うす れ ば ，あ けて も らえ るで あ ろ う 。

す べ て 求 め る者 は 得， 捜 す者 は 見 い 出

し， 門 を た た く者 は あ け て も らえ る か

らで あ る。」 （マ タイ ７ ：７， ８）



同 胞 に 証 を 述 べ る 義 務

ユ ダ ヤ の 平 原 で

十二使徒評議員会会員

ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キ ー

ペ テ ロは言 っ た， 「語 る者 は， 神 の

御 言 を語 る者 にふ さ わ し く語 る」 べ き

で あ る （１ペ テ ロ ４ ：１１）。 これ は 聖 霊

の 力 に よ って導 かれ な けれ ば な らな い

とい う意 味 で あ り， 私 が 今 一 番 望 ん で

い るの は， 正 に この ことで あ る。

私 は 自分 が話 す こ と につ い て ， 主 に

相 談 した。 話 す に適 切 で あ る と思 った

こ とを主 に提 案 した ので あ る。 も ち ろ

ん， 主 の 同意 が 得 られ る もの と仮 定 し

てで あ る。 そ して そ の同 意 を 得 る こ と

が で き た。 従 って ， も し今私 が語 る賜

物 を与 え られ ， あな た が た が， 聞 き と

る耳 を持 た れ るな ら， こ こに霊 とま こ

と と を もって 主 を 礼 拝 しよ う と して い

る私 た ち は， 一 同 そ ろ って 啓 発 され る

こ とで あ ろ う。

「ユ ダ ヤ の平 原 で 」 と題 す る私 の詩

を引 用 して ， 話 を 始 め よ う と思 う。

われユダヤの平原に立ちぬ。

わが耳にささや く天界のざわめきと調

べｏ

また，

罪の汚れを知らぬ天使がダビデの末の

誕生を告げ し声。

羊を守る羊飼いの上に，

輝ける栄光の光 くだれり。

天の円蓋より聖歌隊の，神の御子が肉

の体を得るのを見守 るうちに。

明 る き声 は歌 う，

「高 き神
， 栄 え あれ

地 に は平 和 を， 人 に親 しみ

今 ぞ 御子 は生 ま れ け る 。」

心 に響 くは 固 き証 ，

「清 き至 高者
， 神 の子 イ エ ス，

地上 に きた れ り， わが 魂 救 わん と

罪 と死 と墓 よ りわ が身 を救 わん と 。」

さて，救 い は キ リス トの う ちに あ る。

キ リス トは私 た ち の救 い主 で あ り， 照

い 主 で あ る。 ま た， ア ダ ム の堕 落 に よ

って 世 に もた ら され た 肉体 の死 と霊 の

死 を 瞭 うた め に この世 に来 られ た 。 そ

して， 救 い の計 画 を私 た ち に与 え られ

た。これこそイエス ・キリス トの福音

と呼ばれるものである。 この救いの計

画とはこうである。すべての人がキリ

ス トを信 じる信仰を持ち，各 自罪を悔

い改める。次に，バプテスマの水に入

って，戒めを守 り，心を尽 くし，勢力

を尽 くし，思いを尽 くし，体力を尽 く

して神に仕えるという誓約を交わす。

そして聖霊の賜物と臨在を受け，以後

毎 日正 しい，献身の日々を過ごすこと

である。そうすれば，この世で平和を

得，来たるべき世では永遠の栄光を授

けられると約束されている。

さて，私たちは主を代表する者であ

る。主は私たちに，永遠の福音を完全

な形で与えられた。天は，私たちの時

代に開かれた。神の御声が再び聞こえ

たのである。そ して御使いが主のもと

からつかわされ，諸 々の鍵 と権能，権

威，神権が再び人に与えられた。再び

すべての律法と特権を与えられた私た

ちは，人を救い，昇栄させるのに必要

なあらゆる力を所有 している。すなわ

ちこの王国に，この教会に神の王国の

鍵，全地の人類を救う鍵を持 っている

のである。

主が私たちに委任 された こ とが あ

る。それは，同様の権能を持 っていた

古代の人々に委任されたと同 じことで
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鞭

あ る。す な わ ち， 主 の言 葉 を全 世 界 に

伝 え 全地 に い る主 の子 らに救 い を もた

らす とい う こ とで あ る。 そ こで 私 た ち

は， この何 もの に も比 べ る こと ので き

な い， 非 常 に重 要 な任 務 を， ど の よ う

に果 た して い け ば よ いか を知 らな け れ

ば な らな い。 救 い の真 理 を 同胞 の 間 で

宣 言 し， 回復 の メ ッセ ー ジを 世 界 に携

え て い くに は， ど うす れ ば よい だ ろ う

か。

こ の こ と につ い て は ， 永遠 の原 則 が

あ る。 私 た ちが 今 日す る こ とは， 原 則

に お いて ， 過 去 の あ らゆ る時代 に， 予

言 者 や義 人 た ちが した こ と と同 じで あ

る。 同 じで あ るば か りで な く， 厳 密 に

昔 の人 々の 行 動 そ の もの な の で あ る。

こ の神 権 時 代 の初 期 に， 主 は言 わ れ

た。 「… 当教 会 の長 老 ，祭 司 お よ び教

爵
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私たちは

全地の人類を救う鍵を

持っているのである。

・庵 」礁 １・

麟 臨 き．

師 た ち は， 聖 書 と完 全な る福 音 を 載 せ

た るモ ル モ ン経 とに誌 され た るわ が 福

音 の原 則 を教 うべ し」 （教 義 を 聖 約 ４２

：１２） と。 ま た， 「民 に証 し民 を警 め」

（教 義 と聖 約 ８８ ：８１） るた め に あな た

が た を遣 わ した， と も言 わ れ た 。

この ふ た つ の務 め， す な わ ち，福 音

の教 義 を教 え る こ と と， 私 た ちが宣 言

して い る 事柄 は真 実 で あ る とい う個 人

的 な証 を述 べ る こ とを 例 証 して 余 りあ

る の が， モ ー サ ヤの 息 子 た ちの 伝道 の

話 で あ る。 記 録 に よ る と， 「この兄 弟

た ち は ま こ と に正 しい 理解 を も って い

る者 た ちで ， 神 の 道 を 知 るた め に熱 心

に聖 文 を 研 究 した か ら， す で に真 理 に

つ い て深 い知 識 を 持 つ よ うに な って い

た。 それ ば か りで な く， か れ らは非 常

に熱 心 に祈 り と断 食 とを したか ら 「予

言 の み た ま」 と 「啓 示 の み た ま」 と を

受 け， そ の 教 え を宣 べ る とき に は神 に

授 か った 権能 と威 勢 とに よ っ て 教 え

た 。」 （アル マ１７：２， ３）

上 記 の 務 め を果 たす に は， ふ たつ の

前 提 が あ る。 まず 私 た ち は， 教 会 の 教

義 を 知 るよ うに求 め られ て い る。 これ

は義 務 で あ る。 永 遠 の生 命 の言 葉 を 貯

え な け れ ば な らな い。 可 能 な限 り， 知

的 に 思考 しな けれ ばな らな い 。私 た ち

は与 え られ た才 能 と能 力 の 限 りを尽 く

して， 救 い の メ ッセ ー ジを 宣言 しな け

れ ば な らな い。 私 た ちの メ ッセ ージ を

自分 に と って も，天 父 の他 の子 らに と

って も理 解 し得 る もの に す る こ とが 求

め られ て い る。 しか し， そ れ を した後

で， そ して ま た そ の過 程 に お い て も，

私 た ち に は証 を す る義 務 が あ る。 言 い

か え れ ば ，聖 霊 が与 え る啓 示 に よ って

私 た ちが説 く御業 と教 義 が 真 実 で あ り

神 の もの で あ る こ とを， 世 の 人 々に も

教 会 の兄 弟姉 妹 に も知 らせ る こ とで あ



・る。

こ こで 証 が どの よ うに述 べ られ たか

昔 の例 を引 用 した い。 私 た ちが 今 日の

侍 代 に対 して負 って い るの と同 じよ う

・に， ペ テ τ］と その 同 僚 は ， 当 時 ，救 い

の メ ッセ ー ジを 全 地 に 宣 べ 伝 え る義 務

を 負 って い た 。恐 ら くペ テ ロは， イ ザ

ヤや 他 の 予 言 者 が ， キ リス トとそ の福

音 につ い て 記 した 啓示 を読 ん で いて ，

人 々 に 教 え た もの と思 われ る。 ペ テ ロ

は， 人 々 とそ の こと に つ いて 論 じた 。

：彼 は ， 「さあ， われ われ は互 に論 じよ

う」 （イ ザ ヤ １ ：１８） と い う神 の 勧 め
ことわり

に， ま た， 「なん じ らの道 理 を と り出

せ 」 （文 語 訳 ・イザ ヤ４１：２１） とい う神

の 命 令 に従 った の で あ った 。

しか し， 彼 はそ れ だ け に と どま って

は い なか った 。教 義 を教 え た後 ， 論 じ

た 後 に， 自分 が 同胞 に伝 え て い る こ と

が 真 実 で あ り， 神 聖 な もの で あ る こ と

を 証 した 。 ま た主 は， 霊 的 な経 験 を さ

せ ， 聖 霊 の 力 を宿 らせ る こ と に よ って

ペ テ ロを備 え られ た。

例 え ば， 次 の こ とを 覚 え て お られ る

だ ろ う。 ペ テ ロと他 の 十 二 使徒 と， 聖

．徒 た ち の小 さ な群 が ， 二 階 の部 屋 に集

ま っ て い た と きの こ とを 。 そ の と き，

主 イ エス が 現 わ れ ， そ こに集 ま って い

た 人 々 は，恐 れ 驚 い た 。 す る と主 は彼

ら結 われた， ・なぜお憾 。ている

の か 。 ど う して心 に疑 い を起 す のか 。

わ た しの 手 や足 を見 な さ い。 ま さ し く

わ た しな の だ。 さ わ って 見 な さい 。 霊

に は 肉 や骨 は な いが ， あな た が た が 見

る とお り， わ た しに は あ るの だ 。」 （ル

ヵ２４：３８，３９） そ こで 彼 らは 手 を 伸 ば

して ， イ エス の 体 にあ る きず あ とに触

れ た 。 イ エス は食 物 を 求 め ， み ん な の

前 で 食 べ られ た 。

トマス は この と きそ の場 に い な か っ

た 。 そ れ で伸 問 の使 徒 が 述 べ る証 を 信

じなか った。 ８ 日後 ， 主 は， 今 度 は 全

員 そ ろ って い る所 へ ， 同 じよ うに姿 を

現 わ され ， トマス に言 わ れ た 。 「あ な

た の 指 を こ こに つ け て， わ た しの手 を

見 な さい 。手 を の ば して わ た しの わ き

に さ し入 れ て み な さ い。 信 じない 者 に

な らな い で， 信 じる者 に な り な さい 。」

トマ ス は言 っ た。 「わが 主 よ， わ が 神

よ 。」 （ヨハ ネ２０：２４－ ２８参 照 ）

これ はす べ て ， イ エス が墓 か ら触 知

し得 る体 を もって 出 て 来 られ た こ とを

示 す た め に， な され た の で あ った。 ペ

テ ロと同 僚 た ちに ， イエ ス が神 の子 で

あ る こ とを示 す 主 の 方法 だ った の で あ

る。 も し死人 の 中 か らよ み が え られ た

の で あ れ ば，イ エス は 神 の子 で あ った 。

も しイ エ ス が神 の子 で あ る な ら， 彼 ら

が宣 べ伝 え て い る救 い の福 音 は真 実 で

あ った。 そ こ で彼 らは， 人 々の 心 に ，

イ エ スが 死 か ら よみ が え った こ とを信

じさせ る とい う義 務 を 負 う こ とに な っ

た。 さて ， 彼 らは イザ ヤの言 葉 を引 用

し， 啓 示 を も とに 論 じて， 信 じ させ よ

う と した に違 い な か った。 事 実 そ う し

た 。 しか し， そ れ が終 わ る と， 個 人 的

な 証 を した 。 こ こで ペ テ ロが 述 べ た そ

の よ うな 証 の例 を読 ん でみ よ う。 ペ テ

ロは集 ま って い た一 群 の異 邦 人 に こ う

語 りか け た。

「あ な たが た は
， 神 が す べ て の者 の

主 な る イ エ ス ・キ リス トに よ って平 和

の福 音 を宣 べ 伝 え て ， イス ラエ ル の子

らに お送 り下 さ った 御 言 を ご存 じで し

ょう。

そ れ は ， ヨハ ネが バ プ テ ス マ を説 い

た 後 ， ガ リラ ヤか ら始 ま っ て ユ ダ ヤ全

土 に ひ ろ ま った福 音 を述 べ た も の で

す。

神 は ナ ザ レの イ エ ス に聖 霊 と力 と を

注 が れ ま した 。 この イエ ス は ，神 が共

に お られ るの で，よ い働 きを しな が ら，

また 悪魔 に押 え つ け られ て い る人 々 を

こ と ご と くい や しな が ら， 巡 回 され ま

した。

わ た した ち は， イ エス が こ う して ユ

ダ ヤ人 の地 や エ ル サ レムで な さ った す

べ ての こと の証 人 で あ り ます 。 人 々 は

こ の イ エス を 木 にか けて 殺 し た の で

す 。

しか し神 は イ エス を 三 日 目に よ みが

え らせ ，全 部 の人 々 にで はな か った が，

わ た した ち証 人 と して あ らか じめ選 ば

れ た者 た ち に現 わ れ るよ うに して 下 さ

い ま した。 わ た した ち は， イ エス が 死

人 の 中 か ら復 活 され た 後 ， 共 に飲 食 し

ま した。

それ か ら， イ エス ご 自身 が生 者 と死

者 との 審 判 者 と して 神 に 定 め られ た か

た で あ る こ とを ， 人 々 に宣 べ伝 え， ま

た あか しす るよ うに と， 神 は わ た した

ち にお 命 じに な った の です 。」 （使 徒 １０

：３６－４２）

そ して この後 に すべ て を包 括 す る よ

うな ，含 蓄 の あ る言 葉 が続 いて い る。

「預 言 者 た ち もみ な
， イ エ スを 信 じる

者 は こ とご と く， その 名 に よ って 罪 の

ゆ る しが 受 け られ る と， あ か しを して

い ます 。」 （使 徒 １０：４３）

ペ テ ロが 述 べ て い る証 を も うひ とつ

読 ませ て いた だ きた い 。

「わ た した ちの 主 イ エ ス ・キ リス ト

の 力 と来 臨 とを ， あ な た が た に知 らせ

た 時 ， わ た した ち は， 巧 み な作 り話 を

用 い る こ とは しな か った。 わ た した ち

が ， そ の ご威 光 の 目撃 者 な の だか らで

あ る。

イ エ ス は 父 な る神 か らほ まれ と栄 光

とを お受 け に な ったが ， そ の時 ， お ご

そ か な栄 光 の 中か ら次 の よ うな み 声 が
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か か った の で あ る， 『これ は わた しの

愛 す る子 ， わ た しの心 にか な う者 で あ

る」。

わ た した ち もイ エ ス と共 に聖 な る 山

に い て， 天 か ら出 た この声 を聞 いた の

で あ る。」 （皿ペ テ ロ １ ：１６－ １８）

私 た ち に課 せ られ て い る数 々の 義 務

す な わ ち福 音 の学 者 とな るべ き義 務 ，

啓 示 に精 通 す る義 務 ， 論 じ合 った り分

析 した りす る方 法 を身 に つ け る義 務 ，

あ るい は私 た ち が身 に つ け て い る 力 と

才 能 の 限 りを尽 く して， 救 い の メ ッセ

ー ジを私 た ちの 間 で は もち ろ ん， この

世 に向 け て 宣 べ る義 務 ， 私 は これ らを

決 して 過 小評 価 す る もの で は な い。 し

か し上 記 の こ とだ け で は， 十 分 で は な

い の で あ る。 す べ て を尽 く した後 で，

主 が 今 日の私 た ちに与 え られ た戒 め に

従 わ な けれ ば な らな い 。「『… … あ な た

が た は わ が 証 人 で あ る』 と主 は言 われ

る」。 （イザ ヤ４３：１２）私 た ち は 自分 が

教 え る教 義 に， 神聖 な承 認 の証 印 を押

さな けれ ば な らな い 。 この証 印 は， 証

の 証 印 で あ り， 聖霊 が個 々 に 与 え る知

識 で あ る。

さて ペ テ ロ は，長 々 と論 じる こ と も

で きた で あ ろ う。 しか し， そ う して い

た ら， 人 々 はペ テ ロ と議 論 して， 次 の

よ う に言 った か も知 れ な い 。 「あ な た

は聖 書 が わ か って い な い 。 あ な た の解

釈 は間 違 って い る。 こ こが ， また あ そ

こが 誤 って い る 。」 しか し， 人 は証 と

議 論 す る こ と はで きな い 。従 って ペ テ

ロが論 じた後 で ， 多 くの 場 合 に した よ

うに， お よ そ次 の よ う に言 って い れ ば

ど うで あ ろ うか 。 「私 は あ る二階 の部

屋 に い た。 す る と主 が 壁 を 通 り抜 け て

入 って 来 られ た 。私 た ちの前 に姿 を現

わ され たの だ。 私 は イ エス で あ る こ と

を は っ き り見 分 る こ とが で きた。 そ れ
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は ３年 半共 に働 き， 旅 を した 同 じ方 で

あ った 。 カペ ナ ウ ムで私 の家 に泊 ま っ

た 方 で あ った 。私 は 諌 た イ エ ス の手 足

に あ る傷 あ とに さ わ っ た。 脇 に も手 を

さ し入 れ て み た 。 ま た み ん な の前 で 飲

食 され るの を私 も この 目で見 た。 私 は

イエ ス が 神 の 御子 で あ る こと を知 って

い る。 神 の聖 い み た ま が， 私 に この証

を 与 え て下 さ った か らで あ る 。」 も し

ペ テ ロが この よ うに言 って い れ ば， 議

論 の 余 地 は 全 く残 され て い な か っ た だ

ろ う。上 記 の よ うな発 言 に対 して， 議

論 を ふ っか け る こ とは で き な い。 フ ェ

ス トが パ ウ ロに言 った よ うに， 「お ま

え は 気 が狂 って い る。博 学 が， お ま え

を狂 わ せ て い る」 （使 徒 ２６：２４） と言

う こ とが で き るか も知 れ な い。 しか し

最 終 的 に は ，述 べ られ た証 を受 け入 れ

るか ，拒 否 す るか しか で きな い。 真 実

で あ るか 虚 偽 で あ るか の いず れか な の

で あ る。 中 間 は な い 。

あ な た は天 父 と御 子 が ジ ョセ ブ ・ス

ミス に現 わ れ た こ とを どの よ うに証 明

し， 説 明 す るだ ろ うか 。天 使 が今 の時

代 に来 られ た こ と， 福 音 が 回復 さ れ た

こ と， さ らに私 た ち が 世 界 に伝 え て い

る こ とが真 実 で あ る とい う こと は ど う

だ ろ うか 。 そ う， あ な た は啓 示 を 引 い

て論 じる こ とが で き る。 あ な た に は十

分 な 言 い 分 が あ るだ ろ う。 そ れ は全 く

問題 で はな い 。 真理 は私 た ち と共 に あ

り， 私 た ちが 受 け て い る教 え の源 は，

主 だ か らで あ る。 しか し， あ な た は論

じて ， 分 析 した あ とは ， 自分 が言 って

い る こと をわ き まえ た 証 人 と して， 立

たな けれ ば な らな い 。 あ な た が た は，

モ ー サ ヤ の息 子 た ちが した こ とを しな

けれ ば な らな い 。 予 言 の み た ま と啓 示

のみ た ま に よ って語 り， 教 え るの で あ

る。 そ うす れ ば ， 権威 あ る者 の よ うに

語 る ことが で き る。 ⊆れ は ，私 た ち を

世か ら区 別 す る， す ば らしい 事 柄 で あ

る。 私 た ち に こ の こ とが 知 ら され て い

る こ とを， 神 に感 謝 し よ う。 私 た ち は

この啓 示 を受 けて い る ので ， 権 威 あ る

者 の よ うに語 る立 場 に あ る。

そ こで ， 私 もこ の知 識 を 持 った 多数

の末 日の イ ス ラエ ル の ひ と りで あ るの

で， この席 で力 を 尽 く して ， そ の よ う

に語 ろ う と努 めて い る。 私 は今 教 え て

い る この業 と教 えが 真 実 で あ り， 神 の

もの で あ る こ とを 知 って い る。

私 は， 「ユ ダ ヤ の平 原 で 二 とい う詩

で話 を始 め た。 そ こで ， 「二 階 の部 屋

で」 とい う詩 で閉 じよ う。

わ れ ら心 痛 の思 い にて 卓 につ け り，

不義 な る人 々われ らが 主 を 殺 せ し故 に 。

わ れ らは 主 を見 ぬ， 十 字 架 の上 に。

御 体 は ヨセ フ の墓 の中 に。

主， 再 び立 た れ ぬ， わ れ らが 卓 の傍 ら

に。

．主は生 きて ま します ， 変 わ らず 生 きて

ま しま す 。

食 物 を と られ る主 ，

わ れ らは 見 ぬ触 れ ぬ， 足 もと に畏 れ ひ

ざ まず きな が ら。

主 ， 静 か に トマス に命 じた も う。

「わ が 手 に触 れ よ
。 この手 とそ われ

十 字 架 に か か り， 己 れ と汝 らの た

め に死 せ しそ の手 な り。」

主 ， お ごそ か に わ れ に 命 じた も う。

「わ が 体 に触 れ よ
。 こは 骨 肉 の体 な

り 。」

わ が 魂 は 叫 び ぬ， 「主 の つ え の下 に伏

し拝 め，

イ エス は 救 い 主， 主， 神 な るぞ 。」１



キ リス トの よ うに な る こと は， 私 た ち の 指 標 で あ り， 目標 で あ る

「汝 ら は わ れ と同 じ

人 物 な ら ざ るべ か らず 、

十 二使徒 評議員会補 助

マ リ オ ン ・Ｄ ・ハ ン ク ス

今 日の私 の 目的 は， 特 に助 け を 必 要

と して い る人 々， お よ び主 か ら任 務 を

受 け， 彼 らを助 け る こ とを 主 に 誓 約 し

た 人 々 に対 して， 証 を述 べ る こ とで あ

る。

キ リス トは西 半 球 の民 に福 音 を教 え

た 時 に， 「…汝 らは いか な る人 物 にて

あ る べ きか」 と尋 ね， 「ま こ と に汝 ら

は わ れ と同 じ人 物 な らざ るべ か らず 」

と言 わ れ た。 （皿ニ ー フ ァイ２７：２７）

私 た ち は ク リス チ ャン と して ， こ の

教 え を 自分 の指 標 ， 目標 と して 敬 慶 に

受 け入 れ る もので あ る。

私 た ち は キ リス トが 御 父 を 愛 して お

られ る こ とを知 っ て い る。 キ リス トは

御 自分 の果 たす 役 割 と払 うべ き代 価 を

知 りつつ ， 御 父 の御 心 を行 な うた め に

世 に来 られ たｏ

キ リス トは私 た ち を愛 し， 私 た ち の

た め に あ らゆ る毛 穴 か ら血 を 流 す ほ ど

に深 く激 しい苦 痛 を受 け， こ の世 の 使

命 を成 就 され た。 その 血 を もって 私 た

ち を瞭 い， 私 た ち に不 死 不 滅 の 賜 物 を

くだ さ り， 今 も永 世 に もわ た って 良 き

もの， 好 ま しい もの をす べ て 備 え られ

た。

キ リス トは慈 悲 深 いが 憶 病 で はな か

った 。主 に従 った多 くの者 はの ちに 離

れ去 った が， 主 は民 に， 父 な る生 け る

神 に 関す る真 理 を 教 え ， 御 自身 に つ い

て， ま た そ の瞭 い の使 命 に つ い て 証 さ

れ た 。主 は悔 改 め を叫 び， ヨル ダ ン川

で ヨハ ネか らバ プ テス マを 受 け， す べ

て の人 に この よ うにせ よ， と教 え， 従

順 ， 忠 実 な人 々 に聖 霊 の祝 福 を 約 束 さ

れ た。

キ リス トは人 の価 値 を知 って お られ

る。 主 は イザ ヤが 予 言 した よ う に， ま

た ナ ザ レの会 堂 で 自 ら宣 言 され た 目的

で この世 へ 来 られ た ので あ る。 す な わ

ち，「…貧 しい人 々 に福 音 を 宣 べ 伝 え さ

せ る た め に，… … 囚 人 が解 放 され，盲 人

の 目が 開 か れ る こと を告 げ知 らせ ， 打

ち ひ しが れ て い る者 に 自 由 を得 させ ，

・」 る た め で あ る。 （ル カ ４ ；１８）

キ リス トは， さ ま よ い出 た羊 や な く

した銀 貨 や迷 っ た息 子 のた と え話 を 教

え， 責 め られ て い たザ ア カ ・ｆと食 事 を

し， 「あ な た も行 って 同 じよ うに しな

さい」 と， 卑 しい サ マ リヤ人 の慈 悲 深

い行 な い を見 習 うよ うに 勧 め られ た 。

ま た独 善 的 な パ リサ イ人 と反 対 に 「目

を天 に む け よ うと も しな いで ， 胸 を 打

ち なが ら 『神 様 ， 罪 人 の わ た しを お ゆ

る し くだ さ い』」 と言 う謙 遜 な 取税 人

を ほ め， 罪 を 悔 い改 めた 婦 人 を 群衆 か

らか ば わ れ た 。

キ リス トは隣 り人 と固 い 絆 で 結 ば れ

て お り， 力 あ るた とえ 話 の ひ とつ で は

最 も小 さい 兄 弟 に与 え るパ ンは わ た し

に与 え る もので あ る， 親 切 も愛 の行 な

い も慈 悲 も奉 仕 も同 様 で あ る と教 え ら

れ た。 最 も小 さ い兄 弟 の ひ と りへ の 助

け を拒 む こ と はわ た しを拒 む こ とで あ

る， と言 わ れ た 。

主 の教 え は， 愛 す る人 を 失 って 嘆 く

者 へ の希 望 と， 約 束 と平 安 の教 え で あ

る。 「この よ う に， あな た が た に も今

は不 安 が あ る。 しか し， わ た しは再 び

あ な たが た と会 うで あ ろ う。 そ して，

あ な たが た の心 は喜 び に 満 た され るで

あ ろ う。 そ の喜 びを あな た が た か ら取

り去 る者 は いな い 。」 （ヨハ ネ１６：２２）

孤 独 な者 ， 希 望 を 失 った 者 ，恐 れ を

抱 く者 に主 の約 束 が 及 ぶ 。 「わ た しは

決 して あな た を 離 れ ず ， あ な た を捨 て

な い」 と。 （ヘ ブル １３：５）

キ リス トは理 解 して 下 さ る。 「そ こ

で ， イ エス は， 神 の み ま え に あ わ れ み

３９
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深 い忠 実 な 大 祭 司 とな って， 民 の 罪 を

あが な うた め に ， あ らゆ る点 に お い て

兄 弟 た ち と同 じよ うに な らね ば な らな

か った 。 主 ご 自身 ，試 練 を受 け て苦 し

まれ た か ら こそ ，試 練 の 中 に あ る者 た

ちを 助 け る こ とが で き るの で あ る 。」

（ヘ ブル ２ １１７， １８） 「この 大祭 司 は

わ た した ち の弱 さを思 い や る こ との で

きな い よ うな か た で は な い。 罪 は犯 さ

れ な か った が， す べ て の こ とにつ いて

わ た した ち と同 じよ うに試 練 に会 われ

た ので あ る 。」 （ヘ ブ ル ４ ：１５）

キ リス トは不 従順 な者 た ち の た め に

御 父 に 祈 り，涙 を流 され た。

幼 な 児 た ちを 呼 び ，祝 福 して， 涙 を

流 され た 。

キ リス トは私 た ち に祈 れ と教 え られ

た 。

主 は この よ うな こ とや さ らに多 くの

こ とを ，教 え ， 実践 され た。 それ らは

キ リス トの 人 とな りを示 して い る。

もち ろん ，主 は そ れ以 上 の御 方 で あ

る。聖 な る購 い 主， 全 人 類 の救 い主 ，

霊 にお け る長 子 ，肉 にお け る独 り子，平

和 の君 で あ った 。主 は 「… …世 に来 り

た もうて世 の た め十 字 架 に附 け られ ，

世 の 罪 を負 い， 世 を聖 く し， あ らゆ る

不 義 を潔 め た も う。 これ … … あ らゆ る

もの を彼 に よ りて救 わ ん た め な り。」

（教義 と聖 約 ７６：４１， ４２）

私 た ちが 自分 で は決 して で き なか っ

た こ とを私 た ち の た め に して 下 さ った，

こ と， 愛 や奉 仕 や犠 牲 や神 の 国を 第 一

に求 め る とい う模 範 を示 して 下 さ った

こ とは， 私 た ち の しるべ で あ り， 道 で

あ る。

キ リス トは私 た ち に何 を期 待 して お

られ る だ ろ うか 。

主 に 召 され ， 神 権 を託 され ， 主 の 代

理 人 とな り， 主 の使 いを す る私 た ちは

忠 実 に主 を代 表 し， 御 父 の御 心 を 行 な

４０

「主 に従い，主と同 じよ うな

人物になる人たちは，主がさ

れたように，罪に苦 しみ罪を

悲しんで悔い改めた人を励ま

し，愛を赦 しをもって祝福す

るであろ う。」

う とい う誓 約 の も とに あ る。

私 た ちの ま わ りに は機 会 が た くさん

あ る。

先 日聞 い た こ とだ が， ペ ッ トを無 く

した子 供 が泣 きな が ら， 心 配 して い る

母 親 の所 に や って き た。 母 親 は そ の男

の 子 に ， い っ し ょ うけ ん め い捜 した け

れ どみ つ か らな か った とや さ し く言 っ

た 。彼 女 が 「お母 さ ん に ほか に何 が で

き るか し ら」 と聞 く と， そ の子 は 「ぼ

く とい っ し ょに泣 い て」 と言 った 。

「互 に重 荷 を負 い合 い な さ い
。 そ う

す れ ば， あ な たが た は キ リス トの律 法

を全 うす るで あ ろ う 。」 （ガ ラテ ヤ ６ ：

２）

不 運 を背 負 った子 供 た ち と接 す る仕

事 を して い る私 の親 友 が ， 最 近 ， １７人

、

の 里 親 の 間 を転 々 と して きた ９歳 の少

女 の こ とを 話 して くれ た 。彼 女 に は 自

分 とい っ し ょに な って泣 い た り， 笑 っ

た り， 教 え た り，愛 した り して くれ る

人 が 必 要 で あ る。

理 解 され て い な い入 ， あ るい は理 解

され て い な い と感 じる人 は非 常 に大 勢

い る。 先 日私 た ち家 族 は， 愛 す る友 人

の ル イ ーズ ・レイ ク姉 妹 を訪 問 した。

彼 女 は ２５年 以上 も車 椅 子 の上 か ら， 人

々に親 切 と愛 を施 して き た方 で あ る。

お そ ら く１２歳 の息 子 を 同伴 したか ら

で あ ろ うが ， レイ ク姉 妹 は御 自分 の働

い て い る ニ ュ ー ヨ ー クの リハ ビ リテ ー

シ ョン ・セ ン ター で知 り合 った １２歳 の

少 年 に つ い て話 して くれ た。 少 年 は盲

目で ， １２年 間 の ほ とん どを悲 しい状 態

で 生 きて きて， 自分 は教 育 を受 け られ

ず 学 ぶ こ と もで きな い と考 え て い た。

その と き， あ りが た い こと に は彼 に チ

ャ ンス が訪 れ， す ば ら しい霊 と立 派 な

精 神 が彼 の 中 に 発 見 さ れ た の で あ る。

少 年 が友 に話 した と ころ に よれ ば ， 彼

は キ ャ ン ピ ーに会 う とき ま で， 生 まれ

て か らず っ と， 盲 目を人 間最 大 の不 幸

と考 え て きた の で あ る。 キ ャン ピー と

は有 名 な ス ポ ーツ選 手 の ロイ ・キ ャ ン

パ ネ ラの こ とで， 仕 事 に油 の乗 った 時

期 に交 通事 故 に遭 い， 体 が 不 随 に な っ

て しま った人 で あ る 。盲 目の 少年 は，キ

ャン ピ ーに 会 って か ら， 彼 の方 が 目が

見 え な い よ り もっ と不 幸 だ と思 った と

い う。 「で もそ れ よ り もまだ 悪 い こ と

が あ るよ」 と言 って ， 彼 は通 り過 ぎ る

人 た ち の足 音 を頼 りに病 院 の ホ ール を

歩 き な が ら， 自分 の気 持 を話 した 。

「盲 や か た わ だ と い う こ と よ り も悪 い

ことが あ る よ。 それ はみ ん な か ら理 解

さ れ な い とい うこ と だ よ 。」 少 年 は言

った。 「み ん な は， ぼ くが 盲 だ か ら聞

く こ と も話 す こ と もで きな い って 思 っ



ているんだと思 うよ。」

常に理解 して下さる御方がいらっし

ゃる。そのような人物になろうとする ＼

人々は，理解 しようと努めな くてはな

らない。神を愛 し，愛する御子の友情

を身に受けるとき，私たちは決してひ

とりきりではない。

１４人の子を持つある母親が，お気に

入 りの子供はいるかと聞かれた。彼女

は 「そうですねえ」と言ってこう話 し

た。 「いるとすれば，病気中の子供や

外出中の子供です。」 それは主も同じ

ではなかろうか。

南ベ トナムのダナンで軍人と集会を

持ったあと，私たちは，その日死線を

危うく免れてまだ体が震えている上級

飛行士と話をした。彼は私に頼むこと

があり，遠慮がちにはにかんだ様子で

打ち明けた。 「ハンクス兄弟，お宅に

帰られてから，ほんの少 し時間を取っ

ていただけますで しょうか。電話か手

紙で１２歳の息子に，私が無事で，息子

のことを考えていると知 らせていただ

きたいのです。息子は先週の日曜日，

私の留守中に，執事に聖任 されたんで

す。私がどんなに息子を愛しているか

知らせたいのです。」

自分に一番近い間柄の入 も，愛を必

要としている。

良心が納得できるように振舞わなか

ったために，悲 しんだり苦 しんだりす

る人が大勢いる。その人たちに，主は

古代，近代の予言者の口を通して語 っ

ておられる。ヤコブが兄弟たちに語 っ

た言葉を思い出してみなさい。「さて，

私の愛する兄弟たちよ，私たちの憐み

深い神は，これらの事について大そう

偉大な知識を与えたもうたか ら，私た

ちは神を心に思い起こして，私たちの

罪を捨てようでぽないか。また私たち

は神に捨て られたのではないから，頭

を垂 れ て恥 じな い よ うに しよ うで は な

いカ〉。… …」 （Ｅニ ー フ『ア・イ１０：２０）

偉 大 な予 言 者 モル モ ンが 息 子 モ ロ ナ

イ に宛 て て書 い た最 後 の手 紙 に， 民 の

悪 事 を嘆 く言 葉 が ， 「道 を 守 らず慈 悲

の心 の な い」 と記 され て い る。愛 す る

息 子 に対 す る モル モ ンの最 後 の 証 に は

こ の驚 くべ き訓 戒 と，私 た ち の全 員 が

感 じるべ き キ リス トの賜 物 の影 響 の こ

とが 言 わ れ て い る。 「さて私 の子 よ。

キ リス トに 忠誠 で あ れ。 願 わ くは， 私

が 書 い た こ との た め に お前 が 悲 しみ の

あ ま り死 ぬ よ うな こ とが な くキ リス ト

が お前 を慰 め励 ま した も うよ う に， ま

た キ リス トの苦 しみ とそ の死 と， 私 た

ち の先 祖 に そ の御 姿 を現 わ した も うた

こ と と， そ の憐 み と そ の忍 耐 と， そ の

栄 光 と， 永 遠 の生 命 を 授 か る希 望 とは

お前 が いつ まで も記憶 に 留 め て お くよ

うに 。」 （モ ロ ナイ ９ ：２５） －

私 た ち の生 活 に と って， キ リス トは

不 完 全 だか らとい って私 た ち を悲 しみ

の あ ま り死 な せ て しま うよ うな存 在 で

はな い 。 私 た ち は キ リス トを通 し， キ

リス トの 賜物 とそ の憐 み と忍 耐 を受 け

入 れ て 高 め られ るで あ ろ う。 これ らの

祝福 を ，私 た ち は常 に心 に留 め る よ う

に す べ きで あ る。 「人 は ど う して ま だ

仕 え た こ と もな く， 見 も知 らず 思 い も

か け な い， 主 人 を 知 る こ とが で きよ う

か 。」 （モ ー サ ヤ ５ ：１３）

主 に従 い， 主 と同 じよ うな人 物 に な

る人 た ち は， 主 が され た よ うに， 罪 に

苦 しみ 罪 を 悲 しん で悔 い改 め た人 を励

ま し， 愛 と赦 しを も って祝 福 す るで あ

ろ う。

正 直 な人 な らば， だれ で も自分 の 弱

さや 資格 の な さを 感 じ， 無 知 や 高慢 が

頭 を もた げ る の に苦 しむ こ とが あ るで

あ ろ う。 あ らゆ る災 い に も動 じな い信 ．

仰 を持 っ た， 善 良 で 神 の よ うな人 間，

ヨブで さ え， 神 に まみ え た 時 に こ う言

っ た。 「わ た しは知 りま す， あ な た は

す べ て の事 を な す こ とが で き， ま た い

か な る おぼ しめ しで も， あ な た に で き

な い こ と はな い こ とを。 わ た しは あ な

た の事 を耳 で 聞 い て い ま した が， 今 は

わ た しの 目で，’あ な た を拝 見 い た しま

す 。 そ れ で わ た しは みず か ら恨 み ， ち

り灰 の 中 で悔 い ます 。」 （ヨブ４２：２，

５， ６）

しか しキ リス トは， 私 た ちが キ リス

トの な され た よ うにす る と き， キ リス

トと同 じ人 物 に な る よ う励 ま し助 け て

下 さる で あ ろ う。 父 な る神 を 愛 し， 御

父 に私 た ち の生涯 を 捧 げ， 互 い に愛 し

あ い， 全 人 類 を 愛 し， 御言 葉 を守 り，

教 え， 人 の 価値 を信 じ， 熱 心 な生 活 を

示 し， 悲 しむ人 と共 に悲 しみ， 彼 らに

希 望 を もた せ， 泣 く人 を理 解 し慰 め，

主 に呼 び か け な さ い。

「声 を あ げ て主 に祈 らな い時 で も
，

自分 の 為 ま た 自分 の まわ りの 人 々 の 為

を思 って た えず 心 の中 で 主 に 祈 れ 。私

の愛 す る 同胞 よ。 これ で 満 足 だ と思 っ

て は い け な い。 た と え これ らの こ とを

み な行 って も， も しも貧 しい者 や着 る

物 の な い者 の願 いを こ とわ り， 病 ん で

い る者 ， あ るい は悩 ん で い る者 を 見舞

わ ず ， 持 物 が あ りな が らそ の幾 分 を貧

しい者 に施 さな い な らば， あ な た た ち

の 祈 り は空 し くな って そ の効 果 は な く

ま た あ な た た ち は 神 の言 葉 を否 定 す る

偽 善 者 の よ うに な るで あ ろ う 。」 （アル

マ３４：２７， ２８）

私 た ち が天 を仰 ぎ， 周 囲 に 目を や り

ひ ざ まず くよ う， また ふ さわ し くな り

キ リス トと 同 じ人 物 とな る よ う神 が祝

福 した もう こ とを ， イエ ス ・キ リス ト

の御 名 に よ り お祈 り申 し上 げ る 。 アー

メ ン ｏ

噛 、漁 夢

．籍鰭 」麓 鶴 癬
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聖典 を通 して啓示 され た福音 こそ，決定を下す上で基 いと しなければな らない もので ある

人 の 自 由 意 志

十二使徒評議員会補助

ジ ョン ・Ｈ ・バ ンデ ンバ ー グ

所 は北 部 ニ ュー ヨー ク， 寒 い 日曜 日

の朝 だ った 。気 温 は氷 点 下 を 指 し， 道

路 は凍 てつ き， そ の両 端 には 吹 き寄 せ

た雪 が深 く積 もって いた 。 そ の 朝 教会

に 来 た の は， 牧 師 と１０丁 ば か り離 れ た

所 に庄 んで い る足 の 悪 い８９歳 の老 婦 人

だ けだ った 。

彼 女 を 見 て 驚 い た 牧 師 は， 彼 女 の名

を 呼 ん で こ う尋 ね た 。 「こん なふ ぶ き

の 朝 に ， どの よ うに して お い で に な っ

た の で す か 。」

「ま ず
， 来 る こ とを心 に決 めた ので

す よ 。 そ うす れ ば， あ と は簡 単 で す か

らね」 と元 気 な声 が 返 って きた 。 （「ク

ォ ー ト」１９７３年 １月 ２６日 〔英 文〕Ｐ．５）

この簡 単 な実 例 に見 られ る よ うに ，

す べ て の個 人 は毎 日何 を 選 ぶ か の決 定

を 下 す よ うに迫 られ て い る こ とに気 が

つ く。 そ して ，何 を 選 ぼ う と も， そ れ

は 心 の確 信 す る と こ ろ と比 例 す る の で

あ る。

これ らの確 信 は ， す べ て の人 の 内部

で 絶 え 間 な く葛藤 を続 け る ふ た つ の力

と関 係 が あ る。 そ れ は救 い主 が 「神 と

富 」＊と して言 及 した 善 と悪 と の力 の こ

とで あ る。 これ らふ た つ の 力 は， 神 が

造 られ た す べ て の 創造 物 の 中で 人 間 だ

け が所 有 して い る 力， す な わ ち理 性 を

４２

も って考 え る力 で あ る。 これ に よ って

人 は選 択 す る こ とが で き る。 それ はそ

の人 が ど の よ うに な りた いか を 決 め る

調 節 弁 と も言 え る。 理 性 に よ り支 配 さ

れ る力 は， 選 択 した もの の 質 を決 走 す

る。 こ う して私 た ちが ｉ生質 と呼 ん で い

る もの が形 作 られ る。 この選 択 の機 会

を 指 して， 人 の 自由意 志 と呼 ぶ。

「毎 日が 選 択 の 日 で あ る
。日々絶 えず

私 た ち は各 自の選 択 の権 利 を 行使 して

い るか らで あ る。 選 ぶ の にわ ざわ ざ投

票 所 に ま で 出 か けて い く必 要 はな い。

… …人 は 自分 自身 の選 択 に よ って 成 功

も し， 失 敗 もす る。 … … あ なた は 自分

の仕 事 に つ い て知 識 を増 す こ と もで き

る し， そ う しな いで もい られ る。 正 直

で あ る こと も， 不 正 直 で あ る こ と もで

き る。 働 いて 得 た お金 の 一 部 を 貯 金 す

る こ と も，しな い で い る こ と もで き る 。

常 に最 善 を尽 くす こと もで き る し， そ

う しな い で もい られ る。 従 って， あ な

た 自身 の 選 択 に よ って ， 敗北 者 に も勝

利 者 に もな れ るの で あ る。」 （ジ ム ・ラ

ブ，「Ｒ＆Ｒ マガ ジ ン」アメ リカの探 究

と評 論社 ， 第 １０巻 〔英 文 〕 Ｐ．６４）

天 父 も初 め か ら この 自由意 志 の原 則

の真 意 を御 存 知 で あ った 。 それ につ い

て， 聖 典 に はか な り詳 し く書 か れ て い

る。

「さて
， 主 はわ れ ア ブ ラハ ムに ， こ

の世 に先 だ ちて組 織 され た る英智 た ち

を 見 せ た まい た り き。 而 して， これ ら

す べ て の もの の 中 に は， 高 貴 に して偉

大 な る もの 多 くあ りた り。

神，これ らの霊 を 善 しと見 た まい… ・・

これ らの者 の 中 に， 神 の如 き者 一 人 立

ちて共 に在 り し者 た ち に言 い け る は，

わ れ ら降 り行 か ん。 か し ごに空 間 あれ

ば な り。而 して これ らの 材料 を と りて，

これ らの者 の住 ま うべ き地 を 造 らん 。

而 して， これ に よ りて 彼 らを試 し，

何 にて もあれ ， 主 な る彼 らの 神 の 命 じ

た まわ んす べ て の こ とを 彼 らが 為 す や

否 や を 見 ん 。

而 して ， 最初 の位 を 保 つ者 は更 に附

け加 え られ ，最 初 の位 を 保た ざ る者 は ，



最 初 の位 を保 つ 者 と同 じ王 国 にて 栄 を

得 る こ とな か らん 。 而 して ， 第 二 の位

を 保 つ 者 は， と こ しえ に 栄 光 を そ の頭

に附 け加 え られ ん 。

主 ， 宣 い け る は， わ れ誰 を遣 わ さん

か 。 一 人 ， 「人 の子 』 の 如 くに答 え て

言 い け る は， わ れ こ こに 在 り， わ れ を

遣 わ した ま え， と 。」 （ア ブ ラハ ム ３ ：

２２－ ２７） 。 「父 よ， 御 旨 の成 らん こ と

を ， 栄 光 と こ しえに 父 に あ れ 」 （モ ー

セ ４ ＝２）

．「… …別 の一 人 答 えて 言 い け るは，

わ れ こ こ に在 り， わ れ を 遣 わ し た ま

え 。」 （ア ブ ラハ ム ３ ：２７）

「わ れ 汝 の子 と成 らん
。 わ れ こ と ご

と く人 類 を 瞭 い て 一 人 だ に失 う こ とな

か ら しめん 。 わ れ 正 に か くの 如 くす べ

し。 これ を 以 て ， わ れ に汝 の誉 を与 え

よ 。」 （モ ーセ ４ ：１）

「… … 主 宣 い け るは
， わ れ先 の者 を

遣 わ さん 。

而 して ， 第 二 の者 怒 りて， そ の第 一

の 位 を 保 た ず 。」 （ア ブ ラハ ム ３ ：２７，

２８）

「而 して彼 は サ タ ン と成 れ り， 実 に

あ らゆ る偽 りの 父 な る悪 魔 とな りて人

を欺 きだ ま し， 以 て わ が 声 に聴 き従 わ

ぬ す べ て の 者 を欲 す るま ま に虜 となす

な り。」 （モ ーセ ４ ：４）

サ タ ン は神 に叛 き， 「主 な る神 のす

で に人 に与 え た る人 の 自由意 志 を滅 ぼ

さん と」 した 。 （モ ーセ ４ ：３）

不 幸 な こ とに ， 多 くの人 が， 人 の 自

由 意 志 の賜 物 とい う特 質 と祝 福 に つ い

て 理解 して い な い。 も し私 た ちが 物 事

の 道理 を わ きま え るな らば， それ だ け

で 次 の考 え に表 わ さ れ て い る真 意 を悟

る だ ろ う。 「選 択 は ， 人 間 の 尊 厳 の 主

要 素 で あ る。 選 択 の 能 力 が な け れ ば ，

人 間 は一 個 の人 間 に も遠 く及 ば な い 存

在 と化 して し ま う。 自由 意 志 の 行 使 が

な けれ ば， 人 は 自分 が どの よ うな 者 に

なれ る のか ， あ るい は何 を な す こ とが

で き る のか を 知 る こ とは で きな い 。選

択 こそ 未 来 の鍵 で あ る。」 （ジ ョー ジ ・

Ｅ ・フ ァ ー リン グ， 「若 者 よ， な せ ば

な る』， 「ウ エズ レ ー ・メ ソ ジ ス ト」

〔英 文 〕 よ り）

人 の 自由 意 志 の源 が 神 に あ る以 上 ，

私 た ち は， 分 別 あ る選 択 をす るの を助

けて くれ る最 良 の 仲 立 ち と して神 に頼

らな い わ け が あ るだ ろ うか。 神 が 私 た

ち に与 え て 下 さ った この 仲立 ち とは，

聖 典 の 中 に 記録 され て い る予 言 者 に よ

り語 られ た言 葉 で あ る。 安 息 日に病 人

を 癒 した か ら聖 日を守 らな い とイ エ ス

を 非難 した昔 の 不信 心 な ユ ダ ヤ人 た ち

に ， ・イエス は この こ とを告 げ られ た。

イ エス は彼 らを 叱責 して， こ う言 われ

た 。

「わ た しを つ か わ され た 父 も
， ご 自

分 で わ た しに つ い て あ か しを され た。

あ な た が た は， ま だ そ の み声 を聞 い た

こ と も な く， そ の み 姿 を 見 た こ と もな

い 。

また ， 神 が つ か わ され た者 を信 じな

い か ら， 神 の 御言 葉 は あ な た が た の う

ちに と どま って い な い。

聖 典 を調 べ な さい 。 なぜ な らあ な た

が た は ，聖 典 の 中 に永 遠 の命 が あ る と

思 って い るか らで あ る。 ま た聖 典 は，

わ た しに つ い て あか しをす る もの で あ

る。

しか も， あ な たが た は， 命 を得 るた

め に， わ た しの も とに こよ う と も しな

い 。」 （欽 定 訳 ヨハ ネ ５ ：３７－ ４０）

彼 らの問 題 に 対 す る答 え を導 き出す

鍵 は聖 典 に見 出 され る。 主 は彼 らが所

有 して い る聖典 を 受 け 入 れ な い こ とを

叱 責 され た 。 自 らの 主張 す る と ころ を

論 証 す る にあ た り， そ の知 識 は聖 典 の

中 に見 出 され るの で あ る。 パ ウ ロが テ

モ テへ あて た勧 告 に 耳 を傾 け て み よ

「主は，私たちが主の福音

に精通し，福音を試 し，証

明し，共に分かち合い，さ

らに決定を下すときの判断

の基準として，福音を生活

にとり入れるよう望んでお

られる」

う。

「ま た 幼 い 時 か ら
， 聖 書 に親 しみ，

そ れ が ， キ リス ト ・イ エ ス に対 す る信

仰 に よ って救 い に至 る知 恵 を， あ なた

に 与 え う る書 物 で あ る こ とを 知 って い

る。

聖 書 は， すべ て神 の霊 感 を 受 けて 書

か れ た もの で あ って ， 人 を教 え，戒 め，

正 し くし， 義 に導 くの に有 益 で あ る。

そ れ に よ って， 神 の人 が ， あ らゆ る

良 い わ ざ に対 して十 分 な準 備 が で き

て ，完 全 に と との え られ た者 にな るの

で あ る。」 （皿テ モ テ ３ ：１５－ １７）

神 の 王 国 を建 設 す る に あた り， 聖典

は私 た ち の伴 と して ， 信 仰 ， 契 約 ，決

断 ，指 導 力 の源 と な り， 決 断 を 下 す と

きに基 準 とな る原 則 を私 た ち に示 して

くれ るの で あ る。 聖 典 の中 か ら非 常 に

４３
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良 く知 られているいくつかの実例を引

用 してみよう。信仰の模範 として，非

常に裕福であり，同時に神を畏れ，世

の富 と家族に恵まれていた ヨブが挙げ

られる。彼は一夜のうちに，この世の

すべての所有物と，子供たちを失い，

「ヨシュアは

選択の模範に

よ って好戦的

な民の心を改

め させた」

轟
１　

藍ミ・昏・ｆｌゴ ４４

そ れ か らは信 仰 と現 実 の相 半 ば す る状

況 に 自 らの身 を さ らさ な けれ ば な らな

か った の で あ る。

「ヨブ は起 き上 が り
， 上 着 を 裂 き，

頭 を そ り， 地 に伏 して 拝 し， そ して 言

っ た，

『わ た しは裸 で 母 の 胎 を 出 た 。 また

裸 で か しこ に帰 ろ う。 主 が 与 え ， 主 が

取 られ た のだ 。 主 の み 名 は ほ む べ きか

な 」」 （ヨブ １ ：２０， ２１）

さ らに彼 が 肉 体 的 な 病 い の苦 痛 に さ

い な まれ て い た と き，妻 は言 った 。

「あな た はな お も堅 く保
って ， 自分

を 全 うす る ので す か 。 神 を の ろ って死

に な さ い 。」 しか し ヨ ブは彼 女 に言 っ

た 。 「あな た の語 る こ とは愚 か な女 の

語 るの と同 じだ 。 わ れ わ れ は神 か ら幸

を 受 け るの だ か ら，災 を も， うけ る べ

きで は な い か 。」 （ヨブ ２ ：９， １０）

さ らに ヨ ブは苦 痛 の さ な か に あ っ て

次 の よ うに証 を述 べ て い る。

「わ た しは 知 る
， わ た しを あ が な う

者 は 生 きて お られ る， 末 の 日 に彼 は必

ず地 の上 に立 た れ る。 わ た しの皮 の う

じが この体 を滅 ぼ した の ち， わ た しは

肉 に在 りて神 を見 るで あ ろ う 。」 （欽 定

訳 ヨブ １９：２５， ２６）

契 約 の模 範 と して， ル ツ の， し ゅう

とめ ナ オ ミに対 す る献 身 以 上 に 人 の 心

を打 つ もの は な い。 ル ツ の夫 が 死 ん だ

の で， ナ オ ミはル ツ に実 家 に帰 る よ う

に言 っ た と き， ル ツ は ナオ ミの も とを

離ｉれ ず ， 言 った 。

「あ な たを 捨 て ， あ な た を離 れ て帰

る ことを わた しに 勧 め な い で く だ さ

い。 わた し は あな た の行 か れ る所 へ 行

き， また あな た の 宿 られ る所 に宿 りま

す 。 あな た の 民 は わ た しの民 ， あ な た

の神 はわ た しの神 で す。

あ な た の死 な れ る所 で わ た し も死 ん

で ， そ の か た わ らに葬 られ ます 。 も し

死 に 別 れ で な く， わ た しが あな た と別

れ るな らば， 主 よ， ど うぞ わ た しを い



くえ に も罰 して くだ さ い 。」 （ル ツ １ ：

１６， １７）

ま た王 妃 エ ス テ ル は， 彼 女 の同 族 の

民 を滅 亡 よ り救 う決 心 を した と き， 断

食 して 神 に助 け を求 め， モル デ カ イに

言 った 。 「あ な た は行 っ てス サ に い る

す べ て の ユ ダ ヤ人 を集 め， わ た しのた

め に 断 食 して くだ さ い。 三 日 の あ いだ

夜 も昼 も食 い飲 み して は な りませ ん 。

わ た し とわ た しの侍 女 た ち も同様 に断

食 しま し ょう。 そ して わ た しは法 律 に

そ む くこ とで す が王 の も と へ 行 き ま

す 。 わ た しが も し死 な ね ば な らな い の

な ら， 死 に ます 。」 （エ ス テ ル ４ ：１６）

ま た 選 択 の模 範 に よ って好 戦 的 な民

の 心 を 改 め させ た指 導 者 ヨシ ュア は，

そ の民 に この よ うに語 った。 「それ ゆ

え， い ま， あ な た が た は主 を恐 れ ， ま

こ と と， ま こ ころ と，真 実 とを も って，

主 に仕 え， あ な たが た の先 祖 が ， 川 の

向 こ う， お よ び エ ジ プ トで 仕 えた 他 の

神 々 を 除 き去 って， 主 に仕 え な さ い。

も しあ な たが たが 主 に仕 え る こ と

を， こ ころ よ しと しな い のな らば， あ

な たが た の先 祖 が ， 川 の向 こ うで仕 え

た神 々 で も， ま た は， い まあ な た が た

の住 む 地 の ア モ リび との 神 々 で も， あ

な たが た の仕 え る者 を ， き ょう， 選 び

な さ い。 た だ し， わ た し とわ た しの家

と は共 に主 に仕 え ま す 。」

そ こで 民 は ヨ シ ュ アに言 った 。 「わ

れ わ れ の神 ， 主 に ， わ れ わ れ は仕 え，

そ の声 に聞 き従 い ま す 。」 （ヨシ ュ ア２４

：１４－ １６，２４）

これ らは聖 典 に 見 出 さ れ る数 多 くの

実例 の ほ ん の 一部 にす ぎ な いが ， 傑 出

した これ らの人 物 の証 を調 べ て み るだ

けで，私たちは彼 らの強さに励まされ

るのである。これらを冷静な気持で分

析 してみれば，彼 らの生活が正しい選

択により築かれていなければならなか

ったことがわかる。彼らは真理に堅 く

立 っていた。彼 らの模範 は私たちにこ

の上ない教訓を与えて くれ る の で あ

る。

主は私たちに仰せになった。「さあ，

われわれは互に論 じよう……ゴ （イザ

ヤ １：１８）主は私たちが共に主の教え

に心を傾け，思いはかることを望んで

おられる。 「……人々をこの先神の現

わしたもう光栄に与る者と な さ ん た

め，主は平易簡明に説きたるその完全

の福音，その永遠の誓約を 世 に遣 れ

り。」（教義と聖約１３３：５７）

主は，私たちが福音に精通し，福音

を試 し，証明 し，共に分かち合い，さ

らに決定を下すときの判断の基準 とし

て，福音を生活に取り入れるよう望ん

でおられる。これによって人は真理に

基づいた選択をすることができる。動

機が真理に固 く結びついているとき，

そこには人を感服 させる正当な論拠が

あり，それは私たちの心を正 し，生活

をよりよいものへと導き前進させる。

論証は真理 としか共存できない。誤り

や邪悪 の論証を試みて，心の暗黒へと

導 く誤 りと邪悪は依然 として存在する

のである。人が真理を試 した後に，「わ

れわれを離れよ，われわれはあなたの

道を知 ることを好まない」 （ヨブ２１：

１４）と言い得るとは理解 し難いことで

ある。

悲 しみを言い表わ している聖句のひ

とつに，キリス トがこう言われたもの

が あ る。 「あ あ， エ ル サ レ ム， エ ル サ

レム， 預言 者 た ち を 殺 し， お ま え につ

か わ され た人 た ち を石 で打 ち 殺 す 者

よ。 ち ょう ど， め ん ど りが翼 の下 に そ

の ひな を集 め るよ うに， わ た しは お ま

え の子 らを 幾 た び集 め よ う と した こと

で あ ろ う。 そ れ だ の に， お ま え た ち は

応 じよ う と しな か った。 見 よ， お まえ

た ち の家 は 見捨 て られ て しま う。」 （マ

タ イ２３：３７，３８）

こ の聖 句 は， わ か って い な が ら主 の

も と に来 て 論 じよ う と しな い， 今 の時

代 の人 々に もあ て は め られ る。

神 に対 して心 を 向 け， 次 の ヨハ ネの

言 葉 に耳 を傾 け よ うで は な い か。

「愛 す る者 た ちよ 。 も し心 に責 め ら

れ る よ うな こ とが な けれ ば， わ た した

ち は神 に対 して確 信 を持 つ こ とが で き

る。

そ して， 願 い求 め る もの は， な ん で

もい た だ け るの で あ る。 それ は， わ た

した ち が神 の戒 め を守 り， み ここ ろに

か な う こ とを，行 って い るか らで あ る 。

そ の 戒 め とい うの は， 神 の子 イ エス

・キ リス トの御 名 を信 じ， わ た した ち

に命 じ られ た よ うに， 互 に愛 し合 うべ

き こ とで あ る。

神 の戒 め を守 る人 は， 神 に お り，神

もま た そ の人 に い ます 。 そ して， 神 が

わ た した ち の う ち に いま す こ とは ，神

が わ た した ち に賜 わ った 御霊 に よ って

知 るので あ る 。」（１ヨハ ネ ３ ：２１－ ２４）

イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ って。

ア ー メ ンｏ

＊ ル カ１６：１３に見 られ る 「富」 の英 語 訳 は

電聖ｍａｍ ｍｏｎ”で
，悪 徳 と して の 富 を表 わ

す 。 （訳 者 注 ）

４５
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新 し い 年 を 迎 え て

明 け ま して お めで と うご ざ い ます
日 本 伝 道 部

鯖
日本伝道部長

トモ スエ ・アポ

み 触

畿 ・

／ｌ

日本名古屋伝道部

日本名古屋伝道部長

佐 藤 悟

日本中央伝道部

最 も 大 切 な 証

私 か 初 め て末 日聖 徒 イ エス ・キ リス ト教 会 を知 った の は，

１９４２年 ，第 二次 世 界 大 戦 か 始 ま って 家 族 が ユ タ州 に移 った と

きて， ち ょ う と私 が ９歳 に な る前 の事 で した 。 そ うい う時節

柄 ， 日本 人 に対 して 迫 害 の多 い と きで あ り， ユ タ州 は 日本 人

が 自由 に住 め る よ う歓 迎 した数 少 な い州 の ひ とつで あ っ た と

は い え， 感 情 的 な面 は ど う し よ う もな く， 住 む家 を借 りる の

は並 大 抵 な事 で は あ りま せ ん で した。 しか し， 流 れ つ い たス

プ リン グ ビル とい う町 の ひ と りの監 督 は， 真 の意 味 で の モル

モ ンで した 。 多 くの 人 々 の非 難 に も耳 をか さず ，私 た ち一 家

に家 を 貸 して 下 さい ま した。 こ う して モル モ ン と呼 ば れ る人

々 との 密接 な交 際 が 始 京 っ た ので す 。

私 の 若 い 頃 の興 味 は ス ポ ー ツ の一 点 張 りで した か ら， 教 会

日本中央伝道部長

清 水 勝

の， 特 に ス ポ ー ツ につ な が って い た 同級 の若 い学 生 た ち の親

切 な フ ェ ロ ー シ ップ と模 範 に よ って改 宗 へ の道 を た ど りま し

た 。私 の 改 宗 は何 年 もの 月 日が か か りま した。 しか し， 今 で

も有難 い と思 う事 は， モル モ ンの人 々が 私 を 見捨 て な い で，

忍耐 強 く真 の兄 弟 姉 妹 と して愛 し導 いて 下 さ った 事 で す 。

１４年 前 の こ とで す が ， 最 初 の伝 道 地室 蘭 の 厳 しか った冬 を

今 で も忘 れ ませ ん。 こ の冬 の室 蘭 で 私 は 何 回 もの心 か らの祈

りの後 ， 聖 霊 が 天 下 り，私 の体 一杯 に満 ちて， 真 に神 は生 き

て ま し， イ エ ス ・キ リス トはま こ とに この世 の救 い主 で あ ら

せ られ ， こ の末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 が こ の末 の世 に

真 の神 の 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に よ って 回復 され た唯 一 真

の神 の教 会 で あ る との ゆ るが ぬ証 を得 た ので した 。 入 に伝 え

教 え るた め に この 証 が 必要 で した。 この証 ほ ど私 の生 涯 で 大

切 な もの は あ りませ ん。 そ して 全 世 界 の人 々 に声 を 大 に して

キ リス トの福 音 こそ人 に不 死 不 滅 の命 を 与 え， 真 の 幸 福 に至

らせ る唯 一 の道 で あ る と イ エス ・キ リス トの 御 名 に よ って証

い た します 。 ア ー メ ン。
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日本東伝道部

年 頭 の メ ッセ ー ジ

日本東伝道部長

小 泉 小 太 郎

世 界 が 新 しい年 へ 向 か お うと して い る と き にあ た って， 私

は 日本 の す べ て の聖 徒 た ち に， 来 た るべ き年 が す ば ら しい繁

栄 の 年 とな りま す よ う心 か らの願 い を こ の機 会 に表 明 した い

と思 い ま す。

私 た ちは 本 当 に幸 い に も末 日聖 徒 イ エス ・キ リス ト教 会 の

会 員 とな り， 私 た ち 自身 とま た隣 人 の救 い と昇 栄 に欠 く こ と

の で きな い福 音 の真 理 と儀 式 を有 して お り ます 。 さま ざま の

問 題， 苦 痛， 苦 悩 ， 誘 惑 に満 ち た新 しい年 に直 面 す る と き に

も， 願 わ くは， 私 た ち が イ エス ・キ リス トの 福 音 を 学 び ， 研

究 し，福 音 に従 って生 活 す る こ とが で き ます よ う に。 また そ

れ に よ って 善 と悪 と を見 分 け， 悪 魔 の誘 惑 を 避 け ，悪 の 力 か

ら離 れ る こ とが で き ます よ う に願 って お りま す 。 へ り くだ り

祈 る こ と に よ っ て， 善 悪 を判 断す る た め に必 要 な導 き， 啓示

能 力 を 絶 え ず 受 け る こ とが で き るに違 い あ りませ ん 。 も し私

た ち が 弱 い 肉体 を持 つ が ゆ え に サ タ ン の誘 惑 に引 きず られ そ

う に な る と きが あ るな らば ， 愛 と慈 悲 に満 ち た天 の御 父 を 思

い 起 こそ うで はあ りま せ ん か 。天 父 は弱 点 を持 つ 私 た ち を許

して くだ さ るで し ょう。私 た ち は 自分 の誤 ち を認 め， 天 父 の

許 しを求 め る勇 気 を 持 ち， そ して真 理 に堅 く とど ま ろ うで は

あ りま せ ん か。

私 た ちが 常 に忠 実 で 従順 で あ る と きに， イ エ ス ・キ リス ト

の 真 の弟 子 と して と ど ま る強 さ とみ た ま， そ して証 を受 け，

多 くの 祝 福 を受 け る こ とが で きま す よ う， 私 は謙 遜 に お祈 り

い た しま す 。

東 京 ステー キ部

主 の 恵 み

東京ステーキ部長

田 中 健 治

この世のあらしに揉まれ，望 み絶えて失せ し時……

あなたのエピソー ドについて話 して下さいと言われた時，

私の胸に去来 したのは数え切れない程の主の恵みを受けた出

来事でした。それ らのどの一つを取っても私の家族にとって

は主の与え給 うた，そして自ら喜んで参加 したこの地上の生

涯の花園に咲 くばらや百合，すみれやタンポポのように心豊

かにして下さるものです。

それは２年余 りの入院生活の終りも間近いと思われ，失 っ

た視力も奇跡的に １．０と回復 し，入院中に周囲の方々からも

祝福されて婚約 した清江姉妹と楽しい交際を続けていたとき

のことです。 １年以上も絶えてなかった左眼底出血が何の前

ぶれもなく，１３回目として起こりました。美 しい，見なれた

視野が見るまに赤黒い渦で浸され始めたときの怖れはその経

験をお持ちの方でなければお分かりにならないで しょう。直

ちに絶対安静になり，わずかの精神の動揺も，血圧 に変化を

与えて網膜の毛細血管の再生を害するため，防がなければな

りません。 しか しベ ッドでの祈りは，す ぐ心のささやきとし

て答えられました。 「田中兄弟／ 信仰を強くして行きなさ

い，恐れることはありません。」 今回の出血は非常に多 くて

完全に視野を消 しました。静かに休みながら， これが私にと

って何の恵みであるか考えておりました。鍛えることはでき

る。しかし退院は長期間の延期となるだろう。両親や兄弟た

ちにもまた犠牲を払わせることになってすまない。毎日診察

してもらっているお医者 さんたちでも予測できな い と した

ら，この病気の本性の両眼失明にだってなるのではないか。

どのようにして眼の見えないものがこの不景気の時代に結婚

を し，家庭を維持できるだろうか。その可能性の確信がない

とした ら結婚するとの約束は相手のために重荷を負わせるか
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ら先の見込みがつくまで解消 した方が良いのではないか，い

や私たちは永遠の祝福を生み出すための強い協力の約束をし

たのだから続けて行 くべきなのだろうか，等々……。 とその

とき，田中健治 さんているか しらと病棟の廊下から声が聞こ

えてきました。 ここですよと同室の僚友だちが安静の私に代

って返事 してくれました。 「ハイ，素適なお手紙ですよ」と

看護婦 さんが渡 してくれました。残された片眼で静に眺める

と，昨日もお見舞いに来てくれた清江姉妹からの も ので し

た。 「あなたがまたひどい出血をしたと聞いてびっくりしま

した。でも私はもっと勇気が出ました。もともと私 は相手が良

い人であるなら片足でも片眼でも良いと思っていたのですか

ら，私 は何でも助けてあげたいと思います。今あなたが悪い

状態であっても私はちっとも変 りません。」 私の心には暖か

な喜びと将来への希望がしみ渡 り，真黒な視野を忘れさせて

くれました。その日もさりげなく見舞いに廉 て くれた姉妹の

手をとって手紙をありがとうと言 った私の心には，必ず戦い

抜いて見せると心に決めた前世での躍動が こうだったのでは

ないかと思っていました。

それから１７年，私たちは結婚し， ３人の子供を送 られ，自

宅に住み，愛する兄弟姉妹や友だちと共に熱心に経営 し発展

させつつある会社 も与えられています。

私は神様が父として実在され，その子供たちの発展のため

にキ リス トを瞭い主，救い主 として送 られたことを証いたし

ます。また同 じように末 日聖徒イエス ・キリス ト教会は神の

唯一の教会であり， リー大管長は現在の予言者であることを

証いたします。

日本西部伝道部

福 音 に 生 ぎ る

日本西部伝道部長

ア ー サ ー ・Ｋ ・西 本

翼．

夢
・・

墜

古き年が過ぎ去り，新 しい年を迎えるにあたって，私たち

は受けた数限りない祝福，イエス ・キ リス トの福音によって

日常の生活にもたらされている喜び，まことの幸福，知識，

教えに従うことによって得た進歩について考え，天父に感謝

しなくてはならない。

私は今，１５歳になるひとりの少年のことを思い出している。

ある日のこと，その少年の友達の母親が宣教師たちの衣類を

洗濯 しているときに，宣教師がその家を訪れた。∫友達を通 じ

てこの１５歳の少年は教会に興味を持つようになり，Ｍ ＩＡ，

日曜学校，聖餐会に出席 し始めた。宣教師はこの１５歳の少年

の友達を数人集めて，祈ること，２分半の話の話 し方やスポー

ツマン精神などを教えた。しかしこの少年はバプテスマを受

けようとしないまま，やがて１７歳 になろうとしていた。彼は

教会の集会に出席続け，福音の原則を勉強し， この小さな支

部の会員や宣教師か ら暖か く見守 られていた。人々の忍耐 と

愛 と理解を受け，両親の許 しを得て，彼は宣教師と初めて会

ってから約 ２年後，ついにバプテスマを受けた。

彼がバプテスマを受けて間 もな く，第二次世界大戦が勃発

した。彼はほかの兄弟たちと共に国家を守るため軍隊を志願

した。やがて戦争は終 り，兄弟たちは除隊された。だがこの

青年は軍隊に留まる決意をした。兄弟たちとの軍隊生活を通

じて彼は多くの得がたい体験をし，職業軍人になる決意をし

たのである。そうして時が過ぎ，彼は教会員として進歩を続

４８

け，やがて結婚 し，家庭を持 った。最初宣教師から一緒に教

えを受けたこれら少数の青年たちは，それぞれ教会で得た喜

び，体験をいつも分ち合っていた。やがてこの青年は日曜学

校，神権会で教師の召しを受け，長老定員会会長，監督，ス

テーキ部伝道部長，ステーキ部高等評議員，軍人地方部の地

方部長など，軍隊にいた間に数々の召しを受けた。彼は世界

中を旅する時 も自分が 「モルモン」であることを決 して忘れ

ず，天父に全力を尽 くして仕え続けた。彼は天父に仕える機

会が与えられることがどれほどの祝福であり，それによって

家族が強められ，証が強められ，家族ひとりひとりが強めら

れていることを知っていた。やがて長男と次男が伝道に召さ

れ，伝道を終えた。同時に，共に教会に加わった数人の少年

たちも，宣教師，監督，ステーキ部高等評議員，ステーキ部

長会，伝道部長，そして今日地区および伝道部代表の召 しを

受け，家族と共に祝福にあずかっている。イエス ・キリス ト

の福音は何とすば らしい喜びと幸福をもたらすの で あ ろ う

か。 これ こそ 「福音に生きる」ことであり，主の御業を行な

うすべての人が味わうものである。なぜならば，教えを受け

た宣教師また共に助け励まし合った友達を忘れられず，いつ

くしんでいるこの１５歳の少年は今日，心からの感謝の気持を

持ち，ひとりの僕として日本西部伝道部長 として働き仕えて

いるからである。
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大阪 ステー キ部

新 年 の あ い さ つ

大阪ステーキ部長

神 尾 昇

親 愛 な る兄 弟 姉 妹 ， 今私 は １９６！年 ５月 号 の聖 徒 の道 を聞 き

な が ら， 私 の改 宗 した と きの こ とを 思 い 返 して お ります 。

２１歳 の春 ， 私 は あ る商 社 の 食 品担 当 経 理 マン と して神 戸 に

勤 務 して お りま した 。 もち ろん 宗 教 な どに は 興 味 もな く， そ

の 日そ の 日を楽 し く， 友 と相語 り，酒 を飲 み， 麻 雀 に 明 け暮

れ ， これ が 私 の 人 生 ， 青 春 で あ る と疑 い も しませ ん で した。

そ う した あ る 日， 同 僚 の ひ と りが 不 節制 に よ る結 核 で病 に倒

れ て しま い， 私 はそ の 事 実 を 知 って 愕 然 と しま した。 これ で

良 い の だ ろ うか ？ 解 答 は間 もな く与 え られ ま した。

１９６０年 ３月 ６日， 昼 休 み の 街 角 で ひ と りの外 人 か ら ！枚 の

パ ン フ レ ッ トを 受 け 取 りま した 。何 げ な くポ ケ ッ トに入 れ ，

オ フ ィス に戻 って か ら思 い 出 して読 ん で み ま した。 最 初 に 目

に入 っ たの は英 会 話無 料 レ ッス ンの 文字 で した。 さ っ そ く六

甲 に あ る教 会 を 訪 問 して み ま した。 そ こに は私 が 考 えて い た

教 会 と は あ ま り に もか け は な れ た建 物 が あ り， 入 ろ うか 入 る

ま いか 一 瞬 迷 って お りま す と， 中 か らひ と りの兄 弟 が 出 て 来

て ， 私 の 手 を と り招 き入 れ て下 さ い ま した。 部 屋 の中 には 昼

間 私 にパ ン フ レ ッ トを 渡 して くれ た太 った外 人 も お り ま レ

ーた
。 彼 は マ イ ヤ ース長 老 と名 の られ二 度 ビ ック リ。 長 老 と は

白 い顎 髭 で もは や した 年老 い た人 だ と思 って い ま した の で …

…。 ま た そ の 同 僚 は 背 の高 い人 で， 彼 もポ ー タ ー長 老 と名 の

られ ま した 。 デ ブ と ノ ッポ の外 人 との出 会 い， これ が 私 の 人

生 を 変 え た の で す 。正 式 に英 会 話 に 出席 した の は これ が最 初

で あ り最 後 とな った の は何 と も不 思 議 に思 え て な りま せ ん 。

ふ た りの 宣教 師 とはす ぐに家 庭 集 会 の約 束 を し， こ こに新 し

い 未 知 の 世 界 が あ る こと を知 りま した。 レ ッス ンが進 む に つ

れ ， 大 きな障 害 が 出 て来 ま した 。 そ うで す 「知恵 の言 葉 」 と

い う戒 め で す 。私 は職 業 柄 ， 世 界 各 地 の 嗜 好 品 が 安 く手 に入

るの で コー ヒー， 紅 茶 は大 好 きで した。 コ ー ヒ ーな どは ブ ラ

ッ クで飲 み， そ れ が キ リマ ン ジ ャ ロか モ カで あ るか な ど銘 柄

を 当 て る こ と もで き た ほ どで す 。 この 戒 め に は抵 抗 を感 じ も

う教 会 へ行 くの は よ そ うか と思 った り も しま した。 しか しマ

イ ヤー ス長 老 は私 に こ うチ ャ レン ジ した の で す。 「私 達 も飲

ん で お りませ ん 。」 こ の言 葉 は 私 の 競争 心 を 大 い に奮 い起 こ

しま した 。 同年 齢 と い う関 係 で ， あ る種 の ライ バ ル意 識 が あ

った の で し ょう。 私 もつ られ て 「じゃあ， 私 も今 日限 り止 め

ます 」 とふ た りの 宣 教 師 に 約束 して しま い ま した 。 そ う して

４月１７日，末 日聖徒の一員となったのです。最初の３ヵ月，

私には大きな誘惑が沢山ありました。会社：の同僚たちは，私

が変んなことを始めたと，からかい半分に 「モルモンさん」

と呼んだり，ある先輩は私に面 と向い 「オィ，おか しなこと

を始めたな。きっと３日も続 くまい’」と言いました。 しか し

３ケ月が過ぎ１年にならんとする頃，彼 らの考え方 も変わっ

て来ました。陰口をきく者 もなくなり，軽蔑は驚異に変わり

私への理解者は急激に増えていきました。それからの彼 らは

実に良く私を助けてくれました。宴会の席では私のために教

会のこと，戒めの事をお客に話 してくれるように な りま し

た。こうして第一の難関を突破 しました。

第二の難関はある土曜 日の朝突然私を襲いました。原因も

わからぬ高熱がでて立ち上がることもできません。会社を休

み，生れて初めての往診をしてもらいました。過労と悪性の

風邪のためであろうと老医者は診断を下 し， ２， ３日絶体安

静を命 じて帰 られました。私は高熱のためボーとした頭で明

日のことを考えておりました。当時，非専任宣教師 （ステー

キ部宣教師 と同じような責任）の責任を与えられ，毎日曜 日

初めて教会を訪れる入たちのクラスの先生をしており，家庭

集会の約束 もたくさんありました。日曜日の朝になっても熱

は下がらず，体温計は３９度を指しておりました。しかし集会

の時間がせまってきたとき私は 「立て」という主の声を聞い

たように思い，全身の力をふ りしぼって立 ち，身仕度もそこ

そこに寮母さんにみつか らぬように芦屋の独身寮を碕け出し

ました。芦屋か ら六甲までの時間の長かったこと，全身から

油汗を流 し，よろめきながら歩く姿に，きっと多くの人は不

審の念をいだいた事で しょう。しかし不思議なことに教会に

近づくにつれ，私の体内に力が湧いて来ました。踏みしめる

足に力強さがよみがえり，無事に全責任を果たすことができ

ました。私の第 ２の改宗でした。この事から，どんなに苦し

くとも，つ らくとも 「道はある，主は常に私達と共にある」

という確信を持つことができました。

私の第 ２の人生は，これらの困難や誘惑を克服 し，打ち勝

っ ことによって始まりました。青春を謳歌する若き兄弟姉妹

たち，輝やかしい明日に向って力強 く信仰の道を歩まれるよ

う，切に願っております。

５ ．／ ．遭 凶 謹
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